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読者 の みな さま へ 

こん な 動物 が 登場 し ます この 百科? 
は 動物 を 機械 的 に 50 音 順に 並べ た も の で は 
あり ませ ん 。 系統 だ っ た 分 類 に 従い . 次 の よ 
うな 順序 と 冊数 で お 届け し て お り ま す 。 概説 
( 2 ), 路 乳 類 (62), 鳥類 (64), 得 虫 ・ 両 生類 
(16), 魚類 (16), 軟体 動物 ・ 昆 虫 類 ・ 甲 殻 類 ・ 
膝 腸 動 物 な どの 無 奪 椎 動物 (32)。 現 在 , 貴 乳 
類 が 終了 し , 65 号 か ら 鳥 類 が 続々 と 登場 し て 
いま す 。《1 一 128 号 の 内 容 は 表 3 参照 〉 

総 目次 と 総 索 引 が つき ます 見 て 、 読ん 
で , 楽し む “百科 ^" と し て だ け で な く , 引い 
て 調べ る “事典” と し て の 機能 を 完全 に する 
た め , 16 冊 ご と に 総 目 次 , 64 民 ご と に 収録 類 
別 の 索引 を つけ , また 最終 の 192 号 に は 詳細 
な 総 索 引 を つけ ます 。 

「 私 た ちの 仲間 の ペー ジ 第 一 線 動 物 学 
者 の 執筆 に よる 解説 と 注 が あり ます 。 ま た び 動 
物 週 刊 誌 " と し て , ニュ ー ス や 話題 . 楽し い 
読物 , ペッ ト 相 談 な ど を 掲載 し て いま す 。 

ファ イル て 保存 し て くだ さい 全 192 冊 
を 発行 順に 16 民 ずつ , 美しい ファ イル (定価 
600 円 ) に ,. と じ こ ん で くだ さい 。 堅 年 豪華 な 
~ 動 物 百科 事典 " 全 12 巻 が そろ いま す 。 な お , 
バッ ク ナ ン バー の お 求め は , 表 3 「 本 誌 の 購 
読 に つい て 」 を ご らん くだ さい 。 
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表紙 タマ シギ ( 雄 ) 上 木 泰 男 


表 2 日 本 迷鳥 録 ア ネ ハ ヅル 





凡 例 
口 本 文中 〔 〕) を 使っ た も の は , 日 本 版 の た め に 付 
加 し た 説明 で ある 。 

くわ し い 注 秋 が 必要 な 語 に は , 〔 注 1 〕 と 番号 を 











入れ , 「 私 た ちの 仲間 」 第 27 ペ ー ジ に , 同 番号 で 記 
載 し た 。 な お 末尾 に ペー ジ 数 (上 両端 ) を 付記 し た 。 
口 動物 の 種 名 は , 原則 と し て 和 名 (一 般 に 通用 し て 
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私 た ちの 仲間 
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価値 の な い 動物 
アマ ゾン 動物 記 13 





カラ ー ペ ー ジ 解説 
雪国 の タマ シギ 





生き も の の 世界 へ の 疑 間 6 


日 高 人 敏隆 
ブラ ス ア ルフ ァ の 考え 方 員 





漢字 の ふる さと 72 


藤堂 明 保 
鑑 (ガチ ョ ウ ) 人 堂 明 作 





仲間 の ひろ ば ・ 裏 表紙 説明 


森岡 史 之 (国立 科学 博物 館 研 究 官 ) 
大 久保 敏彦 (日 本 大 学 講師 ) 


いる 外来 語 を 含む む )、 学名 (イタリック) の 順 で 表記 
し た 。 和 名 の 多い 場合 , 併記 し て いる も の も ある 
が , 専門 家 と 協議 し , 編集 部 で 決定 し た 。 和 名 の な 
いも の は ., 英語 名 また は 仏語 名 を カナ 書き で 入れ 

原語 (ロー マン ) を 付記 し た 。 

口 人 名 , 地名 は , 本 人 また は 現地 読み を 原則 と し た 
が 慣用 の 固定 し て いる も の は , それ に 従っ た 。 





日 本 で 記録 され て いる ツル は 7 種 あ る 。 タ ンチ ョ ウ は 
北海 道 釧路 で 留鳥 、 マ ナゾ ヅル. クロ ヅル は 鹿児島 県 荒 崎 
で 冬 鳥 . ナベ ヅル は 同 地 の ほか , 山口 県 八代 村 で も 冬 鳥 
で あり , ソ デ グ ロ ヅ ル , カナ ダ ヅ ル 、 ア ネ ハ ヅル の 3 種 
は 迷鳥 と な っ て いる 。 これ を . 北ア メリ カカ 全体 で 2 種 , 
ヨー ロッ パ 全 体 で 3 種 (1 種 は 迷鳥 )、 全 世 界 で 14 種 と い 
うこ と と くら べ る と . いか に 日 本 は ツル 天国 で ある か が 
わか る 。 か つて の 日 本 で は , 種類 数 だ け で な く , 個体 数 
も 多く 、 特権 階 級 の た め と は いえ ., 手厚く 保護 され て い 
た の だ か ら , 文字 どおり 天国 で あっ た 。 

アァ ネ ハ ヅル は .、 全長 約 95 セ ンチ 、 全身 灰色 で 後頭 部 に 
白色 飾り 羽 が あり , 顔 か ら 胸 に か け て は 黒い 
ア 大 陸 南 部 に 生息 し , 日 本 で は , 北海 道 ・ 宮 城 ・ 伊 豆 半 
島 ・ 狼 区 島 ・ 愛 知 ・ 徳 之 島 で 各 1 回 , 鹿児島 で 2 回, 計 
8 回 の 記録 が ある 。 日 本 が 再び ツル の 天国 に も どる こと 
を 望む の は , ツル だ け で は ある まい 。 画 
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1972 年 7 月 。 わ た し は ザイ ー ル (| 旧 ベ 
ルキ ギー 領 コ ン ゴ ) の 北東 部 に ひろ が る イ 
ツー リ の 森 に ビグ ミー を た ず ね わた 。 わた 
し が た ず ね た の は , 森 の 東端 の モン オ ョ 
に 住む エフ = 族 の ビグ ミー で あっ た 。 エ 


フェ 族 は ビグ ミー と し て , も っ と も る 純粋 
性 を 保っ て いる 部 族 で ある 。 狩猟 と 採集 
を 軸 と し て 生き る ビグ ミー の 生活 と 考え 
方 は 、 エ フェ 族 に お いて も っ と も ゃ 伝統 的 
な 形 で 生き つづ け て いる 


約 10 万 人 が 5 か 国 に 


ビグ ミー は ザイ ー ル に だ け 住 ん で いる 
の で は な い 。 南緯 5 度 か ら 北 緯 5 度 に か 
け て の 熱帯 アフ リカ の 森林 が か れ ら の 居 
住地 で あり , 国名 と し て あげ れ ば , ザイ 
ー ル の ほ が に だ に コンゴ (アラ ザビ ル ): 
カメ ルー ン , 中 央 アフ リカ 共和 国 、 ガ ボ 
ン の 諸国 で ある 。 そ の 人 口 は 正確 に は 知 
られ て いな い 。 と いう の は 、 法 的 に は か 
れ ら は 居住 地 の 国 の 国民 で ある が , 登 
され て は お ら ず , 人 口調 査 も 一 度 と し て 
な され た こと が な いか ら だ 。 しかし, 全 
体 で 約 10 万 人 と いう の が 妥 当 な 数 字 の よ 
う で ある 。 こ の うち 約 6 万 人 が ザイ ー ル 
に 住み 、 他 は 約 1 万 人 の 単位 で 他 の 4 か 
国 に 分 布 し て いる 

男 140 モン チ 以 下 、 女 130 セン チ 以 下 
と いう この 炎 人 族 に 。 ビグ ミー と いう 名 
を つけ た の は 古代 ギリ シャ 人 で ある 。 
「 肘 の 長 さ 」 を 意味 する 「 ビ グマ イオ ス 」 
を 転化 させ て 「 ビ グマ イオ イ 」( 肘 の 長 
さ の 人 ) と いう 名 詞 を 古代 ギリ シャ 人 は 
つく っ た 。 紀元 前 8 世紀 の ホメ ロス の 長 
鳥 叙事詩 『 イ ー リ アス 』 の 第 3 の 書 の 冒 
頭 に に この 「 ビ グマ イオ イ 」 が は じ め て 
あら われ て いる 。 し か し , それ は ツル の 


襲撃 を 恐れ る 弱い 射手 と し て の ビグ ミー 








で ある 。 ビ グミ ー の 存在 が は じ め て 記録 
され て いる の は 、 それ より ずっ と 古く , 
古代 エジプト の 第 6 王朝 (紀元 前 24 世 
紀 ) の 記録 に お いて で ある 。 こ こ で は 、 
射手 と し て の ビグ ミー で な く 、 踊り の 名 
手 と し て の ビグ ミー が 描か れ て いる 。 古 
代 エ ジブ プ ト 人 は ビグ ミー を 「 デ ィ ネ グ 」 
と 呼ん だ 。 和 人 と いう 意味 の こと ば で あ 
っ だ 8 

ビグ ミー 自身 は か れ ら を ビグ ミー と 
は 呼ん を で いな い 。 こ ん に ちの か れ ら は 居 
住地 で 部 族 を 形成 し て お り , その 部 族 名 
で 自分 た ち を 呼ん で いる 。 か れ ら 全体 を 
示す 共通 の 名 称 を ビグ ミー は も っ て いな 
い 。 ガ ボン に は ベク イ 族 、 バ ボン ゴ 族 、 
プア コロ ア 族 が し ゴン ゴ ョ (プラ ザビ ルル ) と 中 
央 アフ リカ 共和 国 に は バビ ン ガ 族 が , カ 
メル ー ン に は バジ エリ 族 が ,、 ザイ ー ル に 
は エフ ェ 族 の ほか に アカ 族 、 バ ス ア 族 が 
住ん を で いる 。 も っ と や も, ザイ ー ル の 場合 
だ け は 、 愚 人 側 の 用 語 で ビグ ミー 全体 を 
「 バ ンプ ブ テ ィ 」 と 呼 ぶ こと が ある 。 

ビグ ミー の 人 種 学 上 の 起源 の 問題 は 解 
決 さ れ て いな い 。 し か し ビグ ミー 自身 
は , 自分 た ち を アフ リカ 最初 の 居住 者 の 
直系 で ある と 考え て いる 。 ホ モ ・ サ ビエ 
ンス の 誕生 を 5 万 年 前 と た する な ら ば , ビ 
グミ ー は 5 万 年 前 か ら ア フリ カ に 住み わ 
づけ て いる こと に な る 。 


号 矢 の 発明 


狩猟 と 採集 は 原始 人 の 生活 の 軸 で あっ 
た 。 は じ め は 石 と 棒 だ けが 狩猟 の 武器 で 
あっ た だ ろう 。 つ いで 格 が あら われ 、 投 
格 機 も く ふ うさ れ た 。 弓 が 生ま れ た と 
き , 狩猟 効果 は 顕著 に 増大 し た 。 

号 が 、 い つ , どの よう に し て 生ま れ た 
か , と いう こと は 興味 深い 問題 で ある 。 
ョ ヨー ロッ パ と アフ リカ の 先史 洞 癖 画 ・ 岩 
壁画 は 、 こ の 問題 に 対し て 有効 な 照明 を 
与え て くれ る 。 ソ ビエ ト 科 学 ア カ デ ミ ー 
版 『 技 術 の 歴史 』( 山 崎 ・ 橋 本 ・ 小 林 訳 
東京 図書 ) は 、 次 の よう に 述べ て いる 
「 原 始 時 代 の 発明 家 は 、 自然界 で 起こ る 
すべ て の こと を 注意 深く 観察 し て 、 は じ 
め は 、 目 で 見 た まま を 再現 し よう と 努め 
た 。 た と えば , た わん だ 木 の 枝 が も と の 
状態 に もち どろ うと する の を よく 知っ て お 
り 、 この 現象 を 利用 し て 、 いろ いろ な バ 
ネ 仕 掛け の ワナ を つく っ た 。 投 げ て 使う 
道具 ( 石 ・ 棒 ・ 栓 ) の 作用 や , バネ 仕掛 
け の ワナ の 作用 を 観察 し て いる うち に , 
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ビグ ミー の 住居 と その 家族 
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酒井 偽 六 生計 
上 森 の 民 は 歌う 


原始 人 は 呈 を 発明 する に いた っ た 。 呈 と 
蓄 と 矢 は 最初 の 複雑 な 道具 で あっ た 。 こ 
れ ら は , 以前 に は つく り だ すこ と の で き 
な か っ た も の で ある 。 と いう の は , これ 
ら の も の が 発明 され る た め に は 、 長 い 年 
月 に わた る 知識 の 蓄積 と 、 他 の 多く の 発 
明 が 必要 だ っ た か ら で あ る 」 

「 弓 の 発明 に よっ て , 人 間 は まっ た く 新 
し い 力 (弾力 と いう 隠れ た カカ ) を 利用 す 
る こと に 成功 し た 。 中 石器 時 代 に あら わ 
れ た 弓 と 矢 は , 17 世 紀 に いた る まで , 国 
に よっ て は , た と えば 北国 で は 20 世 紀 に 
いた る まで , 重要 な 武器 で あっ た 。 人 半 
は 弓 を 使っ て 、 100 ~ 150 メー トル 離れ 
た と ころ に いる 獣 や 鳥 を うち 殺す こと が 
で きた 。 ときには, 矢 の 飛ぶ 距離 が 900 
メー トル に 達する こと も あっ た 」 

「 号 矢 の 出現 に よっ て 、 幼 稚 な 狩猟 は い 
っ そう 効果 的 な 組織 され た 狩猟 へ と 移 
り 、 そ の お か げ で 食用 の 肉 が 手 に は いり 
や すく な っ た 。 そ ぞ それ に と も な っ て , 狩猟 
は 基本 的 な 生産 部 門 の ひと つ に な っ た 
原始 人 は , 矢 の 性 能 、 つ まり 矢 の 殺傷 力 
を 高め よう と し て , 矢 じ り を 骨 や 石 で つ 
くり は じ め た 。 そ れ に は , 長 さ 1>2 セ 
ンチ た ら ず の 小さ な フリ ント 片 が 利用 さ 
れ た 」 

「 や が て これ ら の 小さ な フリ ント 片 は 
他 の 道具 に も 使わ れる よう に な っ た 。 そ 
の た め に は , 骨 や 木 の 道具 に 九 が あけ ら 
れ 、 そ こ へ フリ ント 片 が 挿入 され た 。 
この 挿入 用 の 石器 と 矢 じ り は , 原始 人 の 
居住 地 で た くさ ん 発見 され て いる が , 学 
間 上 は 、 これ を 細石 器 と 呼 を で いる 」 
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「 弓矢 が 出現 し 、 つい で 広く 普及 し た の 
は , 中 石器 時 代 と 初期 新 石器 時 代 (紀元 
前 1 万 2000 年 か ら 4000 年 まで ) の こと で 
ある 」 

だ れ が 最初 の 弓矢 を 発明 し , 製作 し た 
の で あろ うか 。 ビ グミ ー 自 身 は 、 それ を 
な し と げた の は ビグ ミー で ある , と 信じ 
て いる 。 こ れ を 単純 な 過剰 自負 心 と みな 
し て は な ら な いで あろ う 
先史 洞窟 画 を 考証 し た ドイ ツ の 民族 学 
者 、 シュミット 神父 は ビグ ミー こそ 性 
矢 の 発明 者 で あり 最初 の 製作 者 で あっ た 
と 結論 し た 。 


動物 を 狩っ て 5 万 年 


要約 し よう 。 ビ グミ ー は 5 万 年 前 か ら 
アフ リカ 大 陸 で 動物 を 追い 、 1 万 2000 年 
前 か ら 己 と 矢 で 狩猟 し て いる 、 と われ わ 
れ は 考え て よい で あろ う 。 こ の 長い 時 間 
の な か で か れ ら の 生活 様式 に 大 き な 変 
化 が な か っ た こと を 思う な ら , ビグ ミー 
の 動物 に 関す る 知識 が いか に 豊か で あ 
り 、 号 矢 の 能力 が いか に すぐ れ て いる か 
を ,、 われわれ は 簡単 に 想像 で きる の で あ 
る 。 い ま 「 か れ ら の 生活 様式 に 大 き な 変 
化 が な か っ た 」 と 記し た が , 唯一 の 変化 
は 鉄器 の 導入 で あろ う 。 ビ グミ ー は 長い 
間 、 矢 じ り と し て 象 邊 や 骨 を 使っ て いた 
が 、 た ぶん 5 世紀 ご ろ 黒 人 社会 か ら 鉄器 
を 導入 し た 。 矢 じ り が 鉄 と な っ た と き , 
矢 の 効果 は 著しく 大 きく な っ た 。 し か 
し , こん に ち に いた る も る なお, ビグ ミー 
は 鉄 を つく る こと を 知ら ず , それ を 習う 
意思 も も っ て いな い 。 か れ ら が 知ら な い 


ヨー ロッ パ の 








私 た ちの 仲間 





の は 鉄器 づく り だ け で は な い 。 陶器 を つ 
くる こと も る 、 織物 を つく る こと も , か れ 

ら は 知ら な い 。 か れ ら は それ ら を 必要 と 

する と き に は , 獲物 と 交換 し て 入手 する 
で ある 。 


落 を 築く こと は し な い 。 獲物 の 状況 に 応 
じ て 移 動 し な けれ ば な ら な いか ら だ 。 か 
れ ら は 50^ 100 人 の 氏族 で 共同 体 を つく 
り , 行く 先 ざ どき で キャ ンプ を 営む 。 キ ャ 
ンプ の 期間 は 短い の は 数 か 月 、 長い の は 
数 年 に 及ぶ 。 家 は 木 の 枝 と 葉 で つく る 丸 
天井 型 で 、 高 さ 約 1560 セン チ , 基底 部 の 
直径 は 約 2 メー トル で ある 。 家 を つく る 
の は 女 の 仕事 で ある 。 か れ ら は その 家 の 
な か で , 地面 に じかに , ある い は 木の葉 
や 枝 を 敷い て 寝る 。 キ ャ ンプ を 移す の は 
近く で 動物 が 少な く て な っ た と き で ある 
が 、 それ だ けが 移動 の 理由 で は な い 。 キ 
ャ ンプ に 死者 が 出 た と きも また , ビグ ミ 
ー は キャ ンプ を よそ に 移す 。 キ ャ ンプ は 
動物 の 多い 、 そ し て 近く に 川 の ある 場所 
に 設け られ る 。 ア フリ カ の 熱帯 雨林 に は 
小川 が 多い 。 ひ と つの キャ ンプ の ビグ ミ 
ー が 狩猟 する 領域 は 、 最 大 限 直 筐 100 キ 
ロ の 円 で あり , 伝統 的 に その 領域 は 定め 
られ て いる 。 


自制 する 狩猟 者 た ち 


アフ リカ の 動物 相 の 豊か さ は 広く 知ら 
れ て いる 。 ユ ー ラ シア 大 陸 の 動物 も あ 、 ア 
メリ カ 大 陸 の 動物 も あ 、 い く 種 か 見 られ 
る 。 ビ グミ ー が 弓矢 を 使い は じ め た 大 古 
以来 、 動 物 の 種類 に 大 し て 変化 は 生じ て 
いな いで あろ う 。 そ ぞ それは 南ア フリ カ や サ 
ハラ 砂漠 の 岩層 画 に 残っ て いる 動物 相 か 
ら 推定 で きる こと で ある 。19 世 紀 に ョ ヨー 
ロッ パ 人 が アフ リカ に 侵入 し, 銃 に よる 
狩猟 と 組織 的 な 捕獲 を は じ め た こと に よ 
っ て , アフ リカ の 動物 相 が ある 打撃 を 受 
けた の は 事実 で ある が 、 それ で も ある 種 
が 絶滅 する と いう 状態 に まで は 進ま な か 





101 一 II 


狩猟 に 生き る ビグ ミー は 決し て 固定 村 


ヽ 


* 森 の 狩人 ” た ちの 武器 は 弓矢 弓 に は サル の 尾 で 飾り を つけ て ある 
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っ た 。 第 二 次 大 戦後 、 と り わ け ア フリ カ 
諸国 の 独立 以後 、 動 物 の 保護 体制 は 強化 
され て いる 。 ビ グミ ー の 住む 森林 地帯 で 
は と くに 動物 相 は 豊か で ある 。 ビ グミ ー 
は それ ぞ れ の 国 の 法 の 規制 を 受け る 建前 
で ある が , 事実 上 は ,、 ビグ ミー の 狩猟 の 
自由 は 認め られ て いる と いっ て よい 。 そ ぞ 
れ に 、 ビグ ミー が 狩猟 する 動物 洋 は 小 規 
模 な も の で あり 、 動物 相 に 変化 を 与え る 
ほど の 荒 々 し さ は そこ に は 見 られ な い の 
で ある 。 和 狩猟 に お ける か れ ら の 法 は 自制 
の 上 に 成り た っ て お り , そこ に 森 の 民 と 
し て の ビグ ミー の 高貴 な 個性 が ある 。 
みず か ら す ぐれ た 射手 で ある こと , 子 
ども を すぐ れ た 射手 に する こと は ビグ ミ 
ー の 最大 の 関心 事 で ある 。 だ か ら 、 子守 
歌 は 次 の よう に 歌わ れる 。 


眠り な さい 、 眠り な さい 坊や 。 

目 を 閉じ な さい , 坊や . 

夜 が きま し た 。 眠る と き で す 。 
明日 は また 陽 が 史 り ま す 。 
眠り な さい , 坊や 。 

暖か いで は あり ませ ん か 。 

あな た は 明日 , 大 きく な る の で す 。 
あな た は 明日 、 弓 と 矢 を 手 に する の で 
す 。 


眠り な さい 、 あ な た は 強く な り ま す 。 
あな た は まっ すぐ に 伸び 、 

わた し は 曲がっ て いき ます 。 
眠り な さい 、 坊や 。 


ビグ ミー の 狩猟 する 動物 は 、 小 は リス 
か ら へ ビ 。 ウサ ギ 。 サル , アン テロ ー 
〆、 ズ 0 ギュ の ノン シト ライ ホン を 
へ て ゾウ に いた る まで 多様 で ある 。 サ バ 
ン ナ の 大 型 動 物 で ある キリ ン は , 森 の な 
か に は いな い 。 

ザイ ー ル の イツ ー リ の 森 で は , アン テ 
ロー プ が 主たる 獲物 で ある 。 わ た し は モ 
ン オ ヨ の ビグ ミー に 同行 し て 狩猟 に で た 








と きのこ と を 思い だ す 。 獲物 は 3 頭 の ア 
ン テ ロ ー ア で あっ た 。 その カン カロ ニョ クン 
は 親子 で ある よう に 見 えた 。 わ た し は ガ 
イド の オカ レ に 向かっ て , 獲物 と な っ た 
親子 の アン テロ ー プ を あわ れ む よう な 感 
想 を 述べ た 。 そ の と き オ カレ は こう いっ 
た 。、「 ア ン テ ロ ー ン が 逃げ : 机 引 sol2 の 2 
ー に は 獲物 が な いと いう こと で す 。 ビ ピグ 
ミー が 気の毒 で す 。 ビ グミ ー の 狩猟 は 食 
うた めで す 。 遊 び の た めで は あり ませ 
ん 」 

そう だ 。 遊 び の た め に 動物 を 殺す 文明 
人 の ハン ター と 、 生存 の た め に 動物 を 殺 
す ビ グミ ー と は , 動物 と の 関係 に お いて 
決定 的 に 違う の で ある 。 

ビグ ミー に と っ て , 動物 は 生存 の た め 
の 食糧 で あり 、 物 々 交換 用 の 材料 で あ 
る 。 し か し , ビグ ミー に と っ て , 動物 は 
それ だ け に と ど ま る も の で は 決し て な 
い 。 こ こ に も また , 文明 和信 ハン ター と の 
決定 的 な 違い が ある 。 


ゾウ を 葬送 する 歌 


動物 は ビグ ミー に と っ て 仲間 で あり , 
共生 者 で あり 、 あ る 意味 で は 精神 的 存在 
な の で ある 。 と くに ゾウ の 場合 に . その 
考え 方 は 顕著 で ある 。 

ゾウ を 殺し た あと の 歌 が 、 それ を 鮮明 
に 示し て いる 。 フ ラン ス の 民族 学者 、 ト 
リー ユ 神 父 の 報告 に よれ ば ,、 ガボン の ビ 
グミ ー の 場合 、 か れ ら は まず こう 歌う 。 


われ ら の 槍 が 方 向 を 誤っ た の で す 。 

9733702 の ンド 

われ ら は 御 身 を 殺 そ うと は 思わ な か っ 
7 の 6 

お お , 人 な る ゾウ よ 。 

われ ら は 御 身 に 害 を 加え よう と は 思わ 
な か っ た の で す 。 

お お お玉 7 の 074 ド さ 

御 身 か ら 命 を 奪っ た も の は 戦士 で は あ 
り ま せん 。 

御 身 の 時 が き て いた の で す 。 

われ ら の 家 を 踏み つぶ し に こない で お 
Ka 

お お ja 区 な る ゲ ウ みよ 5 


出 猟 を 前 に し て キャ ンプ の 広場 で 腕 自 慢 た ち が 競 射す る 





つづ いて , ソゥ ッ の 央 を 花 で 包ん だ の 
ち , こう 歌う 。 


怒り を 感じ な いで お くれ 。 

御 身 の 命 は この あと , も っ と 良く な る 
ES うつ 。 

御 身 は 精霊 の 国 に 生き る の で す 。 

われ ら の 父祖 は 御 身 と 手 を に ぎる で し 
名 の 

御 身 の 命 は この あと , も っ と 良く な る 
OLSRS の ら 

御 身 は 精霊 の 国 に 生き る の で す 。 


次 に 、 ビグ ミー は ゾウ の 生殖 器 を 切り 
と り 、 地 中 に 埋め て 歌う 。 


ここ に 御 身 は 永遠 に 安 ら う の で す 。 
この あと は ,、 平和 に 題 う て お くれ . 
ここ に 御 身 の 子ども た ち が お り ま す 。 

御 身 の 怒り を 、 かれ ら の 上 に 落と さ な 
MD で お K40 


ゾウ に 勝利 し た 歌 


この 一 連 の 葬送 式 油 を ゾウ の た め に 歌 
っ た の ち , 貧 長 は ゾウ の か ら だ の 上 に 
登り . こ ん ど は ビグ ミー の た め に , 次 の よ 
うに 歌う 。 そ れ は ゾウ を し と め た ビグ ミ 
ー の 勝利 の 歌 だ と いっ て よい で あろ う 。 


濡れ て いる 森 の な か で 、 
風 を 受け て , 

夜 が きた 。 

空 に 星 が ま た た いて いる 。 
森 の 霊 が さま よっ て いる 。 
射手 よ 、 弓 を と れ 。 


お び え る 森 の な か で , 
木々 は 眠り 、 葉 は 死ん だ 。 
サル は 木 の 枝 で 目 を 閉じ た 。 
アン テロ ー プ は , 

音 も な く 動 きだ し 

耳 を 立て , 
新鮮 な 草 を 食う 。 

セミ は 黙 り 、 歌 を や め た 。 
射手 下 。 弓 だ どれ 。 


大 雨 に うた れ た 森 の な か で , 











ーー- ペ ーーーーー デ ーー テー 





父 な る ゾウ は 重々 し く 進 む 。 

お の れ の 力 を 信ずる ゾウ は , 

な ん の 世 れ も も っ て いな い 。 

大 樹林 を 押し た お し て , 

ゾウ は 進む 。 

ゾウ は お の れ の 妻 を 求め て 進む 。 
聞け 、 ゾ ウ の 足音 が 遠く に ある 。 
射手 ま 、』 弓 を と れ 


御 身 し か 知ら ぬこ の 森 の な か で 、 

射手 よ 、 心 を 奮 い た た せ て 進め 。 

巨大 な 肉 が 御 身 の 前 に ある 。 

丘 の ご と くに 進む 肉 が 御 身 の 前 に あ 
る 。 

赤い 肉 が 御 身 の 前 に ある 。 

射手 ま 寺 与 を どれ 。 


この 最後 の 『 ゾ ウゥ の 歌 』 は ガボン に か 
ぎら ず ,、 ザイ ー ル で わた し が 訪ね た モン 
オヨ の ビグ ミー も また 歌う 歌 で ある 。 
『 ゾ ウ の 歌 』 は 独立 し て , 出 猟 前 の 、 あ 
る い は 狩猟 後 の 踊 り に 和 し て 歌わ れる よ 
うに な っ て いる 。 わ た し の た ず ね た ビグ 
ミー の 活動 地域 に は 、 も う ゾ ウ は 見 あ た 
ら な い 。 し か し か れ ら は 『 ゾ ウ の 歌 』 と 
『 ゾ ウ の 踊り 』 を も っ と る ゃ 愛好 する の で 
ある 。 か つて ゾウ 狩り が で きた 日 の こ 
ろ , モン オヨ の ビグ ミー も また ガボン の 
ビグ ミー と 同様 に , 一 連 の 歌 を 歌っ た は 
ず で ある 。2000 キ ロ も 離れ て いる ガボン 
の ビグ ミー と ザイ ー ル の ビグ ミー が 同じ 
歌 を (違う こと ば に よっ て で は ある が ) 
歌っ て いる と いう こと は , か つて アフ リ 
カ の 全 ビ グミ ー が ひと つの 共同 体 を な し 
て いた こと の ひと つの 証拠 で あろ う 。 

一 連 の 『 ソ ゾウ の 歌 』 が 意味 する も の 
は 、 な ん で あろ うか 。 ソ ウ が 仲間 の 役 
畠 を する と いう こと は 広く 知ら れ て い 
る 。 そ の 復讐 を 恐れ た ビグ ミー が 由 除 け 
の た め に この ゾウ の 鎮魂 歌 を 歌う と いう 
要素 も , この 行事 に は 含ま れ て いる か も 
し れ な い 。 しかし, ゾウ が 神 に 近い 存在 
と し て ビグ ミー の 神話 で 語ら れ て いる こ 
と の は ほう に 重要 性 が ある こと は 明らか で 
ある 。 こ の 神話 で は ,、 ゾウ の 支配 者 で あ 
り ゾ ウ の 姿 を し て いる ゴル が 創造 神 ク ヌ 
ム の 代理 者 と し て ビグ ミー の 夢 の な か に 





あら われ , どこ で 挫 物 を 見 つけ 、 射 ちと 
め る こと が で きる か を ビグ ミー に 示す も 
の と し て 理解 され て いる 。 つ まり 、 ビグ 
ミー が 獲物 を 射 ち と め る こと が で きる の 
は 、 ゾウ の 支配 者 ゴル の お か げ な の で あ 
る 。 


人 間 は 森 の 客 で ある 」 


わた し が ザイ ー ル の イツ ー リ の 森 で 会 
っ た ビグ ミー の 貧 長 え ヘ は, 森 と 人 間 の 
関係 を 次 の よう に 語っ て いた 。 

ューーー デ テバ 

森 に は 善い 神 と 悪い 神 が い る 。 善 い 神 
は べ フ ェ ギ と いい , 悪い 神 は ロティ と い 
う 。 ベ フェ キ は 森 の な か で ビグ ミー に 道 
を 教え て くれ る 。 ロ ティ は ビグ ミー が 森 
の な か へ は いっ て いく と , 森 か ら 出 て い 
く 。 ふ た つの 神 は 次 を も ちっ て いな い 。 べ 
フェ ギ は と きど き 不 機 謙 に な る 。 ビ グミ 
ー が 身 が っ で な こと を じ た と どき 5" つ まり 
自分 が 森 の 主 で は な く て 客 で ある こと を 
忘れ 、 その 分 を 越え た と き , ベ フ ェ ギ は 
不機嫌 に な る 。 ベ フェ ギ が 不機嫌 に な る 
と ロティ が 森 に 帰っ て くる 。 そ の と き , 
森 も 動物 も 不幸 に な る 。 

森 は だ れ が つく っ た の で も な い 。 だ れ 
も こない 前 か ら 森 は そこ に あっ た 。 神 よ 
り も 先 に あっ た 。 ベ フェ ギ や も ロティ や も , 
森 の あと に 生ま れ , 森 へ きた 。 森 の 外 の 
世界 を つく っ た の は ム ド ン ゴ と いう 神 で 
ある 。 ム ドン ゴ は 森 の 神々 で ある べ ベ フェ 
HEYK2 を SN そり SN つく の 7 さら 
森 は ム ド ン ゴ よ り 先 に そこ に あっ た 
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ここ に 示さ れ て いる こと は , 神々 と ピ 
グミ ー と 動物 が と も に 森 と いう 最高 存在 
の な か に 包ま れ て いる と いう こと で あ 
り 、 客 と し て の ビグ ミー が 抑制 を みず か 
ら に 課さ ね ば な ら な いと いう こと で あ 
る 。 調 子 に の っ て 必要 以上 の 殺 獣 を し て 
は な ら な いと いう の が ビグ ミー の 法 で あ 
る 。 わ た し は 実際 に か れ ら の 狩猟 に 同行 
し て その よう す を 見 た 。 3 頭 の アン テロ 
ー プ を 射 ち と め た あと 、 和 貧 長 は 引き あげ 
を 命じ た 。 また, 帰途 、 樹 上 の サル を ひと 
り の ビグ ミー が 、 明らか に わた し を 喜ば 





出 猟 を 前 に し て 部 族 が こぞって 準備 する 








す た め に , 射 と うと 
し た と き 、 次 長 が そ 
れ を や め よ と 求め る 
の を , わ た し は 見 た , 
一 方 、 ビ グミ ー は 
射 ち と め た 動物 を 徐 
徐 に 死に いた らし め 
る の を 良し と し て い 
る 。 ア ン テ ロ ー プ を 
射 っ た あと ,、 か れ は 
その 獲物 が 出血 と 衰 
弱 に よっ て 死に いた 
る の が 動物 の 楽 な 死 
で ある と 考え て い 
る 。 と ど め の 矢 を 心 
臓 に 刺す と か 、 首 を 
ひね っ て 即死 させ る 
と か の 法 を か れ ら は 
きら う 。 人 徐々 に 死な 
せ た 動 物 の 肉 は うま 
いか ら だ , と 解釈 し 
た ヨー ロッ パパ 人 研究 
者 も あい る が , . わ た し 
の 考え で は , ビ グミ 
ー と し て は は 動物 に 楽 
な 死に 方 を させ , 動 
物 に 親切 を 施し て いる の で ある 。 そ の と 
き , 動物 は 単なる 肉 塊 で は な く て , 森 の 
共生 者 と し て 認識 され て いる の で ある 。 
この 、 一 見 矛盾 する よう な 心情 は 、 ガ ボ 
ン の ビグ ミー が ゾウ の 死に 際 し て , 鎮魂 
と 勝利 の ふた と お り の 歌 を 歌う の と 共通 
する も の を 含ん で いる 。 


動物 は 対等 の 共生 者 


ここ で われ われ は , イギリス の 民族 学 
者 」、 ジ ェ イ ムズ ・ フ レイ ザー が 『 猟 師 に 
よる 野生 動物 の 央 和 』 の くだ り で 記し て 
いる こと を 思い あわ せ て よい か も しれ な 
い ( 氷 橋 訳 『 金 枝 篇 』 岩 波 文庫 )。 

「 内 住 の 霊 お よび 事実 上 不滅 の 霊 の 理論 
に よる 生命 の 解釈 は 、 未 開 人 が 単に 人 間 
だ け で な く 一 般 に 生 あ る 存在 に まで 適用 
する と ころ で ある 。 か れ は そう する こと 
に か け て は ふつ う 自 分 自身 に 関し て 要 
求 する 不死 の 特権 を 動物 に は 拒否 する 文 
明 人 より も いっ そう 寛大 で あり , お そら 
く は さら な 合理 的 で も ある 。 未開 人 は 高 
慢 で は な い 。 か れ は 一 般 に 動物 が 人 間 と 
同様 な 感情 と 知性 を 冊 乱 され て いる と 信 
じ , また 人 間 と 同様 に 動物 が 自体 の 死後 
まで も 生存 し て 遊 見 霊 と し て さま よう 
か , あるいは 動物 の 形 を と っ て 再生 する 
霊 を も っ て いる と 信じ て いる 」 

「 こ の よう に 生き て いる すべ て の も の を 
全く 人 間 と 同じ 立場 に 置い て 考え る 未開 
人 に と っ て , ある 動物 を 殺し て 食べ る 行 
為 は 、 動 物 の 知性 を われ われ 自身 の それ 
に 沙 か に 及ば ぬ も の と 考え , 動物 が 不 江 
の 霊 を 持ち 得 た いも る の と 考え る われ われ 
に 、 同 じ 行 為 が 提示 する も の と は 著しく 
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私 た ちの 仲間 








いさ 出 猟 ./ 完全 装備 し た ビグ ミー 


異な っ た 様相 を 帯び る は ず で ある 。 こ こ 
か ら , 動物 を 殺す 未開 人 猟師 は 。 そ の 素 
朴 な 哲学 的 理論 に も と づい て 。 自分 自身 
が 動物 の 遊離 し た 霊 の 復讐 の 危険 に さら 
され て いる と 信じ て お り , ある い は 人 間 
と 同じ よう に 親 緑 の 絆 と 血族 の た め の 戦 
い の 義 務 感 に よっ て 団結 し て いて 仲間 の 
一 員 に 加え られ た 危害 に 対し て 慎 る 義務 
を も つと いう 同種 の 他 の 動物 の 復讐 の 危 
険 に さら され て いる こと を 信じ て いる の 
で ある 。 し た が っ て 未開 人 は , 殺さ ね ば 
な ら ぬ 切迫 し た 理由 の な い 動 物 , 少な く 
と も その 種類 の 一 員 の 殺害 に 対し て 血 の 
復讐 を 強行 する よう か な 多 即 で 危険 な 動物 
の 生命 は と ら ぬ よう 心掛け る の が 普通 で 
ある 」 

ザイ ー ル の ビグ ミー の 一 部 が , 出 猟 前 
に 地面 に アン テロ ー プ の 絵 を か き , 朝日 
が の ぼる と き に その 絵 に 向かっ て 矢 を 射 
る と いう 習慣 の ある こと を , ドイ ツ の 民 
族 学者 、 レオ ・ フ ロ ベ ニ ウス は 報告 し 
た 。 それ は 狩猟 の 成功 を 祈る た め の 呪 
術 で ある と 多く の 民族 学者 は 解釈 し た 。 
し か し , フロ ベニ ウス の 門弟 で ある アド 
ルフ ・ イ ェ ン ゼン は 別 の 解釈 を し た 。 そ 
れ は 宗教 画 で あっ て 呪術 画 で は な い , と 
か れ は 考え た 。 わ れ わ れ も イ ェ ン ゼン に 
同意 し て よい で あろ う 。 実際 、 ビグ ミー 
に と っ て , 動物 は 単なる モノ で は な い の 
で ある 。 画 

9 の 

(筆者 は 朝日 新聞 社 出版 局 編集 委員 。 

1972 年 6 月 か ら 8 月 に か け て , 熱帯 
アフ リカ を た ず ね , 諸 民 族 の 。 とり わ 
け ビ グミ ー の 生活 と 文化 を 取材 し た ) 
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べ 朝 の 森 の な か > 


カケ タ 河 の 一 支流 、 ベ ネー ジャ 川 の 中 
流 右岸 に に 、 ヤ シ の 葉 で 屋根 を ふい た 簡単 
な 小屋 を 建て て 本 調査 を 開始 し て か ら 1 
週間 た っ た 日 の 朝 ,、 わた し は ひと り で 森 
の な か を 歩い て いた 。 早朝 か ら 空 は きれ 
い に 哨 れ あ が り 、 下 ば え の 塗 木 や 草 の 葉 
の 上 で , 夜露 が 木 も れ 日 を は じき か え 
し , その 光 の すじ の あい だ を 縫う よう に 
し て , ドク チョ ウ や セセリ チョ ウ の 仲間 
の 幾 種 類 ち の チョ ウッ が 交錯 し て いた 。 

明け が た か ら の や か まし い 小 鳥 た ちの 
さえ ずり は も う や ん で いた 。 そ し て セミ 
が け だ る い 単 調 な 声 で 鳴き は じ め る に は 
少し 問 が あっ た 。 森 の な か の 空気 は まだ 
冷た く , さわ や か な 静けさ が 支配 し て い 
だ なぁ 

ずい ぶん 歩い た 。 時 計 は 9 時 30 分 を 少 
し まわ っ て いた 。 そ の と き , 右手 の 沼 の 
よう に な っ て いる その わき の 丈 の 低い 木 
か ら , 茶色 っ ぱい 動物 が 2 頭 、 と び お り 
た の を か いま みた 。 

いっ た いな ん と いう 動物 な の だ ろう 。 
そこ まで 猛然と 走っ た 。 だ が それ より 早 
く や つ ら は 林 床 を いち も くさ ん に 走っ て 
姿 を 消し た 。 残念 な こと を し た 。 わ た し 
は 沼 の ほとり で 立ち どまり , 帰り 道 を 迷 
わな いよ うに , いま 走っ て きた 方 向 を 確 
RI じ た 。 

沼 の ほう で 動物 の け は い を 感じ て 向き 
直っ た 。 沼 の 向こう の 端 近 く の 大 きか 倒 
木 の 上 を , さら に 2 頭 が 走り 抜け て いっ 
た 。 急 いで あて た 双眼鏡 に や っ と その ひ 
と コマ だ けが 映っ た 。 


る か すか な 映像 > 


わた し は その まま し ば らく 目 を 閉じ 
て , 網膜 に 残っ た か すか な 映像 を いっ し 
ょ うけ ん めい 鮮明 化 さ せる こと に 努め 
re 

その と き , 少 し で も 動い た り , 別 の こと 
を 考え て し まう と , 映像 は 簡単 に ぼけ て 
し まう 。 そ れ は , 朝 , 目 ざめ て すぐ に 顔 を 
洗い に いっ た り 新 聞 を 読ん を だ り し て し ま 
うと 、 見 た 夢 が は っ きり 思い だ せな く な 
る あの 経験 と 似 た よう な も の で ある 。 
野外 で の 調査 で は 、 野生 動物 に 出合 え 
る の は 多く は 偶然 で も あっ た し , は ち 合 せ 
に な る こと も ゃ 多かっ た 。 そ うい うと き は 
いつ る ゃ 一 瞬間 、 ほ ん の ちら っ と その 動物 
を 見 る だ け で ある 。 
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価値 の な い 動物 


わた し は 長い 野外 調査 の 経験 を 通じ 
て いつの間に か , ちら っ と 一 管 し た 直 
後 の わ ず か の 時 間 、 目 を 閉じ て た た ず む 
難 が つい て いた 。 そ うす る と , 無意識 の 
うち に 網膜 に 映っ て いた その 瞬間 の 動物 
の 像 が 、 い つも くっ きり と 頭 の な か に 焼 
きつ けら れ て くる も の で ある 。 

わた し は 目 を 開い て , 頭 の な か に 焼き 
つい た 像 を 、 さ っ き や つ ら が 走り 抜け て 
いっ た 沼 の 向こう の 端 近く の 倒木 の 上 に 
の せ た 。 頭 の な か の 映像 は 倒木 の 上 を 走 
っ た 。「 まち が いな い 」 わ た し は ひと り 
うな ず き , それ か ら ノ ー ト に 絵 を 書い 
て , その 特徴 を 列記 し た 。 


くそ ぞ それ は クス ン ベ べ だ > 


その あと 100 メー トル 余り 南 へ いっ た 
所 で クロ クビ タマ リン の 大 き な 和 群れ に 出 
合い 、 太 す ず ぎ に キ ャ ンプ に も どっ た 。 少 
し し て , 朝 か ら 道 切り を し て いて くれ た 
わた し の 助手 で あり , 優秀 な 猟師 で ある 
現地 人 の ホ ボ ポ ら が 森 か ら も どっ て きた 。 

わた し は さっ そく ノー ト に 書い た 絵 を 
見 せ た 。 ホ ボ は , その 絵 を 見 る な り , 

「 そ れ は クス ン べ だ 」 と 人 を 馬鹿 に し た 
よう な 笑い を うか べ て 答え た 。 

わた だ じ は 己 れ まで に クス ン べ と いう こ 
と ば を 何 回 か 聞い て いた が ,、 クス ン べ と 
呼ば れる 動物 は 現地 人 に と っ て ほとん ど 
価値 の な い 動物 だ と いう こと 以外 な に も 
知ら な か っ た 。 

「 き ょ う は 6 頭 以上 いた 。 ク スン べ は い 
つも そう か 」 


林 不 ハッ モ > 7 


Ya 





ベネ ー ジ ャ 川 の ほとり に 建て た キャ ンプ の 見 取 図 
写真 は 見 取 図 の 左側 ホ ボ が 食事 の 仕度 を し て いる 
5 人 が 食事 を する に は 食卓 は あま り に 小さ すぎ た が 

アマ ゾン の 生活 で は これ で も ぜいたく の うち に は いる 

SE 写真 左側 に は 
は り に 巻き あげ られ た ホ ボ の ハン モッ ク が 見 える 





「 や つら は ふつ う 10 頭 か ら 15 頭 ぐら い の 
群れ を つく っ て 森 の な か を 歩い て いる 」 
「 何 を 食べ て いる 」 

「 ミミ ズ や 昆 是 の 幼虫 や 小鳥 な ど を お 
も に 食べ て いる が , 木の実 や 葉 な ども 食 
べ る 」 

「 ク スン べ の 肉 は 食べ られ な い の か 」 

「 に お い が き つく て わた し た ち は 食 べ な 
い 」 

「 毛 皮 は どう か 」 

「 こ いつ の 毛皮 は 一 文 の 値 う ちる な い 」 

や は り 現 地 の 猟師 に と っ て , クス ン ベ 
は 価値 の な い 動物 の よう だ 。 

ホ ボ は この ほか に ゃ も 、 ジ ャ ガー や オセ 
ロッ ト が クス ン べ を し ば し ば 襲 うこ と , 
また クス ン べ が 木 登り も 泳ぎ も じょうず 
な こと な ど を 教え て くれ た 。 わ た し の 見 
た 動物 、 そ れ は アカ ハナ グマ (Agszg 
7 の 2) で あっ た 。 


捨て身 の 恐ろし さ > 


それ か ら 10 日 た っ た 12 月 8 日 、 わ た し 
は 助手 の ヒル ベル ト と ふた り で 、 か な り 
森 の 奥 ま で サル を 提 し に 出かけ 、 ウ ー リ 
ー モ ン キ ー の 40 頭 余り の 群れ に 出合 い , 
や つら の さま ざま な 警戒 行動 や 万 史生 
を 観察 し て いた 。 

その 最 中 、 200 メー トル ば か り 後 方 か 
ら ,、 ヒル ベル ト の 連れ て きた イヌ た ち が 
や か まし く 鳴 いた 。 ヒ ルベル ト は ,「 グ ク 
スン べ だ 。 へ た を し た ら イ ヌ が や られ 
る / 」 と いい 捨 て 、 マ チェ テ ( 山 刀 ) を 
片手 に 、 声 の ほう へ 走り 去っ た 








わた し が ノー ト に 書い た 
アカ ハナ グマ の スケ ッ チ 


ウー リー モン キー は ク モ の 子 を 散ら す 
よう に 四方 へ 散っ て いっ て し まっ た 。 

や が て 、 か れ は 1 頭 の 雄 の クス ン べ を 
ぶら さげ て も どっ て きた 。 そ の 頭 と 背中 
は マチ ェ テ で も る の の みごと に 割ら れ て い 
た 。 1 頭 の イヌ は 算 と 育 中 に , も う 1 頭 
は 左 後肢 に 深い 傷 を 負い , 鮮血 を し た た 
ら せ て いた 。 

わた し は ,、 いざ と な っ た と き の 野 生 動 
物 の 捨て 身 の 芝 ろ し さ を 知 っ た 。 

「 わ た し が いな か っ た ら 、 イヌ は や られ 
て いた か も し れ な い 」 と ヒル ベル ト は トト 
げ て きた クス ン べ の ベニ ス か ら , 陰茎 骨 
を 抜き と りな が らい っ た 

ヒル ベル ト の 引き 抜い た 陰茎 骨 は 10 セ 
ンチ を 越え て いた 。 あ まり の 長 さ に わた 
し は びっ くり し た 。 

「 そ の 骨 は な ん に 使う の だ 」 

「 母 親 の 乳 が 出 な いと き 、 こ れ を けず っ 
て 飲ま す と , よく 出る よう に な る 」 ヒ ル 
ベル ト は そう 答え て だ いじ そう に ボ ポケッ 
お だ まつ だ 

わた し は その あと も 7 頭 か ら 13 頭 の ク 
スン べ の 群れ に た び た び 出合 っ た 。 森 の 
な か で は 見 通し が きか な い の で , わた し 
た ちの 足音 に 気がつく と 、 そ の 正体 を 確 
か め る た め だ ろ う , や つ は 木 に 登っ て あ 
た り を 見 まわ す の が つね だ っ た 。 

ホ ボ と いっ し ょ の と き , か れ は よく か 
ら か っ て , や つら の 登っ た 木の下 へ 突進 
し , その 木の根 元 を マチ ェ テ で た た い 
た 。 や つら は 木 か ら お り そ こ な うと 平気 
で 15 メ ー ト ル ぐ らい の 高 さ か ら で も 地面 
へ ダイ ビン グ し て 逃 
げ て いっ た 。 


アカ ハナ グマ は ア 
ライ グマ て 科 (rooy- 
gz2ze) の 動物 で 、 
今 話題 の ジャ イア ン 
トバ パン ダ と は 同一 の 
科 に 分 類 さ れ て い 
る 。 

また アカ ハナ グマ 
は 尾 の つけ 根 に ある 
腺 か ら に お い を 出し 
て , 木々 に し る し を 
つけ , 群れ の テリ ト 
リー を きめ て いる と 
いわ れ て いる が , そ 
れ を 確か め る こと は 
で き な か っ た 。 右 








チト ドリ 目 


(7 の 777/07726S 


チドリ 目 は 分 類 学 的 に みて 、 ス ズ メ ヌメ 目 に 次 
いで も っ と も 分 化 の 高い 目 で ある 。 こ の 日 は 
16 科 か ら な り , 約 300 種 の 水辺 の 鳥 と 海鳥 と 
を 含む 。 これ ら の 人 和 鳥 た ちの な か に は . 一 見 し 
た と ころ 類 締 が な いか の よう に 見 える も の も 
ある が ., 実際 に は いく つか の 共通 し た 解剖 学 
的 特徴 を も っ て いる 。 つまり, 口蓋 骨 (こう 
が いこ つ ) や 鳴 管 (めい か ん ) の 形態 。 あし 
の 筋 爾 と ゆび の 臓 (けん ) の つき 方 が , 基本 
的 に 一 致し て いて ひと つの 目 に 分 類 さ れる 
の で ある 。 内 ・ 中 ・ 外 貴 ( が いし ) の 3 貴 は 、 
た が い に 独 立 し て いる か . みず か き が つい て 
いる か し て いる が 、 後 是 は ふつ う 機 能 を 失っ 
て お り 、, 退化 し て な く な っ た も の も ある 


チドリ 目 の 鳥 の 大 き さ は まち まち で 、, 全長 
12 セ ンチ か ら 80 セ ンチ まで の 幅 が ある 。 ツ 羽毛 
( う も う ) は 密生 し て いて 一般に 水 に 強い 性 
質 を そなえ て いる 。 ツ 羽 色 (うし ょ く ) は か な 
り じみ で 、 白 、 黒 、 灰色 、 茶 色 の も の が 多い 
雌雄 の 羽 色 は . タマ シギ や ヒレ アシ シギ の 仲 
間 .、 エリ マキ シギ な ど で は, 違い が は っ きり 
し て いる が , その 他 の 鳥 で は だ いた い 和 同じ で 
ある 

くち ば し の 形 や えさ の と り 方 は さま ざま で . 
ヒバ リ テ チドリ の 仲間 を 除い た すべ て の チドリ 
目 の 鳥 が 主として 動物 性 の 食物 、 と くに 水 
生 動 物 を と る 

繁殖 力 は か な り 弱 い 。 ほ と ん どの 鳥 は 年 に 
1 度 し か 産卵 せ ず ,、 1 腹 の 卵 数 は ふつ う 4 個 
を 越え る こと は な い 。 ひ な は 抱卵 (ほう らん ) 
期間 が 長い せい か . 一 般 に 非常 に 早熟 で ある 
媒 命 は 長い ほう で , 繁殖 期 以外 は 群れ で 暮 ら 
し て いる が . 繁殖 も 集団 で する も の が 少な く 
な い 。 





分 布 は 広く . 極地 を も 含め た 世界 全域 に 及 
ん で いる 。 

チドリ 目 は , ふつ う 3 つの 亜 目 に 分 けら れ 
る 。 チ ドリ 亜 日 、 力 モメ 亜 目 7zr7、 ウミ スズ 
メ 亜 目 4/cze で ある 。 

チドリ 亜 目 は いち ば ん 大 きく 12 科 か ら 成 
り , 小型 と 中 型 の 水辺 の 鳥類 が 集め られ て い 
る 。 こ れ ら の 鳥 は 、 だ いた い 湿 地 や 湖 、 川 、 
海岸 な どの 近く に いる が 。 砂漠 や 高山 に すむ 
も の も ある 

力 モメ 亜 目 に は . スマ ー ト な 体形 と 強い つ 
ば さ を も つ 、 飛行 術 に 巧み な 鳥 が 3 科 含ま れ 
る 。 この 仲間 は . アジ サシ 類 の ある も の を 除 
け ば 一 般 に 海鳥 で ある 。 

ウミ スズ メ 亜 目 に 属す る 科 は , ウミ スズ メ 
科 だ け で ある 。 こ の 科 の 鳥 は みな 、 潜水 が 巧 
みな 海鳥 で その 形態 は 一 見 ペン ギン に 似 て 
いる 。 し か し ペン ギン が 南半球 に の み 生 息 
し て いる の に 対し て , ウミ スズ メ の 仲間 は 北 
半球 に し か すん で いな い 。 


レン カク 。 レン カク 科 レ ンカ ク 尾 

巣 は 淫 き 葉 漂 うぅ 水面 に つく られ 

* 梨 型 を し た 明 褐 色 の 卵 が 4 個 産 み 沙 と され る 

抱卵 と ひな の 世話 は , お も に 雄 の 役目 。 

成鳥 の 羽 色 に な る に は 、、 つ うぅ) 2 年 か か る 
ア 77 アナ 3(AN7V 
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チドリ 亜 目 


ウミ スズ メ 亜 目 


科 
レン カク 科 


タマ シギ 科 
ミヤ コ ド リ 科 


チドリ 科 


セイ タカ シギ 科 
ヒレ アシ シギ 科 
ヒバ リ チ ド リ 科 


| カニ チドリ 科 


イシ チドリ 科 
ツバ メチ ドリ 科 
サヤ ハシ チドリ 科 
トウ ゾク カモ メ 科 
カモ メ 科 


ハサミ アジ サン シ 科 


シン カク 雇 デ 字 


カク 尾 婦 yo の 7s72747$、 ト サカ レ 


カ ンカ 


フ 


クト 


重 7o777or77 


ンカ ク 属 /7c が 777 


タマ シギ 属 Wye7zc7y7 が os 


属 , オオ チ 


* リ 属 が 7o7gs、。 ハシ マカ 


〒 尾 (7 の 7 の 77 77 ゞ 


T ほ 
反 。 キネ と 司 


ュ コシ ギ 属 , 
シギ 属 、 コモ ン 


5 





ウミ スズ メ 科 


ズ メ 属 cy7o727 が 7 


々 メ 属 Svz/777o777 が 4 


メ 尾 イ c/77o 。 


カ 尾 7 


| 属 太 の ox 


チドリ 属 47z7 が yz が 5 


5 が 


シギ 


、 ウ 


\ シ ギ 属 


属 77yagz7es 





ぐ メ 尾 7/z/s、 ウミ バ | 放 球 上 の 7777/77 が ) 


尾 (Ccro7/77c7 
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チト リ 亜 目 の zzz が 


チドリ 亜 目 の 鳥 は , 全部 が 地上 性 で 、 巣 { 

地上 に つく り , お も に 水 ぎ わ に す # 見 通 【 

の きく 開け た 場所 に すん で いる た め . か ら だ 
の 色 は ふつ うじ み で 目 だ た な く な っ て いる 

- 見 は で な 模様 の ある も の や 美しい 色 の も の 

も ある が , それ も 生息 場所 の まわ り の 環境 < 

溶け あっ て . 実際 に は E 





a 蔽 色 に が つて で いる の 
ご ある 

また , 集団 か それ に 近い 状態 で 生活 し て い 

外敵 を 早く 発見 し 。 た が い に 和 警報 し あ 

て 協同 で 追い は ら う こと 【 注 1 ) や . 失 傷 の 
動作 で 巣 に 近づく 敵 を 欺く こと な どの 防衛 
行動 が 発達 し て いる 

外形 は さま ざま で 、 い ろ い ろ な くち ば し や 
あし の も の が ある 

この 亜 目 の 鳥 は 多く の 場合 . 夏 ( 繁 殖 期 〕。 


冬 非 繁殖 期 ) と で は 羽 色 が 違う 


レン カク 科 ce 


レン カク 科 チト リ 亜 日 ) の 鳥 は 、 ゆび <。 
うめ が 非常 に 長く 、 と くに 人 後 是 の つめ が 著 【 


ヽ 発 人 し て いる 。 それに バン を 思わ せる 額 板 
し 額 の 上 の 村 型 を し た も の 〕 を も ち , 興 角 ( よ く 
か く ) 部 〔 つ ば さ の 手首 に あたる 部 分 ) に つ 
め が あ る 。 こ の つめ は ., 闘争 の と き 武 器 と 【 
て 使わ れる 。 レン カク を 類 は すべ て 池 や 沼 に す 
み 。 水面 に 浮か ぶ ス イレ ン や ヒッ ジグ サ , そ 
の 他 の 水生 植物 の 大 き な 葉 の 上 が 、 1 年 を 通 
じ て の か れ ら の すみ か で ある 

レン カク は この 水生 植物 の 葉 の 上 を 1 
歩 ご と に 尾 を 振り な が ら 身 軽 に 歩き まわ る 
これ は . レ ンカ ク 類 だ け に 授け られ た 特技 て 
レン カク ほど と の 大 き さ を も つ 他 の 上 鳥 に は 法 
し て まね の で き な いこ と だ ろう 。 この 特技 の 
秘密 は . その あし ゆび の 長 さ に ある . つ まり . 
極 端 に 長い あし ゆび を 開く と 体重 が 浮き 葉 
の 表面 に 分 散 さ れ . 鳥 が 歩き まわ っ て も 体重 
で 葉 が 沈む こと は な い の で ある 

し か し . まっ た く 特 殊 な この 環境 を 離れ る 
に 、 こ の 鳥 の 動作 は ぎ ご ちな く 無 器用 に な り 、 
寺 の 高い 草 の あ い だ で は 身動き が と れ な く な 
こし まう 。 そ の 反面 、。 か な り じ ょ うず に 飛 
ひも する し . 泳ぎ も うま い 。 それ に 危険 が 迫 
る と 水中 に も ぐる 術 も 心得 て いる 。 と くに の 
な た ち に と っ て は , この 潜 水 が 外 敵 か ら の が 
れる た め の 常 付 手 段 で ある 

ふつ う は 留鳥 ( リ ゅ うち ょ う で あり 、 昆 


虫 (こん ちゅ う や さま ざま な 小型 の 水 生 動 


物 、 そ れ に 植物 の 種子 を 食べ る 。 沼地 の し し 
ま を 破っ て と き お り 携 きわ た る その 鳴き 声 は 。 
か ん 高い 笑い 声 に 似 て いる 

慰 色 は 雌雄 と も 同じ だ が . か ら だ は ふつ う 
雌 の ほう が いくら か 大 きい 

繁殖 期 に は つが いで 生活 する 。 その 他 の 時 
期 に は だ いた い 小 さ な 群 れ を な し て いる が . 
と き に は いく つか の 種 の レン カク 類 が いっ し 
ト に いる こと さえ ある 。 繁殖 期 を 過ぎ る と か 
な り 遠 く の 沼 や 池 に 飛ん で いく こと も ある 

巣 は 浮き 草 の 上 に つく られ 。 そ 1 洋 りり 
を し た , 光沢 の ある 暗 褐 色 の 卵 を ふつ う 4 個 
産む 。 抱卵 と 育 雛 (いく すう ) は 主として 雄 
の 役目 で ある 奏 多 夫 の 場合 も ある 

L カク 科 の 鳥 は .、 メキ シコ か ら ア ル セ ゼン 
チン に か け て の 中 央 ・ 南 アテ メ リカ, サハ 砂 


ば e 
漢 以 南 の アフ リカ , マダ ガス カル , アジ ア の 


南 ・ 東 南部 、 それに フィ リピ ン か ら ニ ュー キ ォ 
お よび オー スト ラリ ア 北 部 まで 分 布 する 


アメ リカ レン カク 


/Zc727 577720S7 


アメ リカ レン カク (アメ リカ レン カク 属 
は 全長 が 約 25 セ ンチ 。 羽 色 は 頭 と く び と 腹 
と が 黒 . 背 と わき腹 と つば さと が 赤み を お び 
た 褐色 で 、 つ ば さ に は 黄色 の 大 き な 班 点 が あ 
る 。 額 板 は 赤く 、 あし ゆび は 非常 に 長い 

メキ シコ か らら ウルグアイ お よび アル ゼン ヨゴ 
ン に か け て と , 西 イ ンド 諸島 に 生息 し . これ 
ら の 地域 で は , 池 や 沼 で も っ と も ふつ うに 見 
られ る 鳥 の ひと つ で ある 

人 家 の 近 く の 沼 に 好 ん で すみ つき ., その 長 
いあ し ゆび を 生か し て . 浮き 葉 の 上 を 敏 捧 に 
歩き まわ り 、 いつ で も た いそ う せ わし げに 【 
て いる 。 し か し , 小舟 な ど が 近づく と ., 目 だ 
た な いよ うに その 場 に じっと し て ., 危険 が な 
く な る まで 待っ て いる 。 飛び 方 は 、 長 いあ し 

まっ すぐ 後ろ に の ば し , 直線 的 に 飛ぶ 
飛行 する と き に , 笑い 声 に 似 た 鳴き 声 を 
こる が , ふつ うそ う や か まし い 鳥 で は な い 
と くに 繁殖 期 が 終わ る と ほとん ど 鳴 か な く な 
る 。 危険 を 感じ た と き に だ け , 長い 首 を の ば 
し て か ん 高い 鳴き 声 を 策 か せる 。 こ の 警戒 の 
声 を 開く と 、 仲間 も それ に 呼応 し な が ら 逃 げ 
だ す 準 備 を 始め る 

メリ カレ ンカ ク の お も な 食べ 物 は , 水中 
の 昆虫 と その 幼虫 だ が . 植物 の 種子 も 食べ る 

雨期 が 終わ る と 繁殖 期 に は いる 。 巣 は きま 

C 沼 や 池 の 締 に つく られ , 水草 を 寄せ 集め 
た 簡単 な も の で ある 。 巣 づく り は , 雄 も 雌 # 


する が 、 お も に 雄 の 役 日 の よう だ 。 1 腹 の 卵 


数 は ふつ う 4 個 で , 


卵 に は 黒く 細い 
うう 抱卵 期間 は 22 一 24 日 で 、 
ひな は , 生ま れ た と きす 
うっ め が じゅ うぶ ん 発達 ! 


学 き 葉 の 上 を 歩 


ンカ ク 科 に は 6 属 ?7 種 が ある が 、 
だ いた い ア メリ カレ ン 

アフ リカ レン カク 47 が 7767727S 27C7 
EE 長 が 約 30 セ > 
リリ カ の ほ く < ん 


額 板 が 青い の が 特徴 





レン カク / が か か osZ4S C が 7747g74S 


カク 属 ) は 、 イ ント ド 、 中国 南 部 . 台湾 か ら 


ィ リ ピン に まで 分 布 す る 。 尾 が 長く , 


50 セ ンチ に も 達し , その 次 は 一 見 キ 


いる と ころ が ある 。 ま た, 後 頸 


が 黄金 色 で ある こと も 特徴 の ひと つ で 


この 鳥 は , 日 本 で も 3 回 福岡 県 ・ 茨 城 県 〕. 


迷鳥 と し て 記録 され た こと が ある 


トサカ レン カク  /e7 が 77 の go が 2ce 


サカ レン カク 属 ) は , イ ト ネ の 
1 P。 選 スト ラリ ア に 分 布 す る 


赤い と さか 状 の 内 等 (に く か ん が ある 


叶 
守 を 地 A 
H 面 の レ た な た ろ と キ ナ ェ + 


7 7/. 7 が 7 チリ 











アア SO サ ーー リガ. す りす 


7 6 カイ 6 た 万 が 7 7 た 077 た だ 7 す N 7 








SD 
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7 7 た た 7ー リ (すき オ 





人 7os/777/77776 


タマ シギ 科 (チドリ 亜 目 
含ま れる 。 そ の ひと つ は アフ リカ マダ ガス 
カル 、 ア シア の 温 淀 と 熱帯 、 オセ アニ ア に 
も う ひ と つ は 南ア メリ カ に 生息 し て いる 

この 2 種 の タマ シギ は 、 分 布 域 を 異 に し 
いる に も か か わら ず , 第 く ほ どの 共通 し た 解 
剖 学 的 特徴 と , 





独特 の 繁殖 習性 と を も っ て い 





な 面 か らい えば 、 気管 の 形 が 暴 


雄 で 著しく 人 違っ て いる こと で ある 。 雌 の 気管 





は 長く うねっ た パイ プ に な っ て いる が 、. 雄 の 


ほう は 短く て まっ すぐ で ある 。 こ の 相違 は 実 
際 に は , 鳴き 声 の い に な っ て あら われ る 
雌 の 鳴き 声 は し み 入 る よう な 高い 調子 だ が , 


雄 の ほう は 低い つぶ や き の よ うな 声 で ある 





上 
傘 雄 C ま る 
年 | 
人 を も ーー 
ひな を 育て る と いう る 


こ は 2 属 2 種 が 





タマ シギ 科 の 鳥 は , 雌雄 の 羽 色 が 違う 点 で 
も シギ 科 や チドリ 科 の 鳥 と 異な る 。 雌 は 雄 よ 
リ 羽 色 が ずっ と 美しく 、 か ら だ も 大 

沼 の アシ の あい だ や 水田 な ど に ., 単独 ある 


い は 小 グ ル 7 で すん で お り , 留鳥 で ある 


タマ シキ 


て os77o772 の eg7/e7s75 
ど 


タマ シギ (タマ シギ 属 ) は 全長 約 50 セ ンチ 
鞭 の 背面 は 縁 が か っ た ブロ ンズ 色 で ,、 ふ ぞ ろ 
いな 黒い 締 が 走り 、 後頭 に V 字 型 を し た くり 
色 の 模様 が あり 、 胸 も くり 色 で ある 。 雄 は . 
表面 が 灰色 が か っ た 褐 色 で , 胸 に くり 色 は 
な く 、 全体 に じみ な 色彩 で ある 。 腹 と 目 の 後 
部 は 雌雄 と も に 白い 








分 布 は 広く .、 アフ リカ 〔 サ ハラ 砂漠 以 北 を 
除く 〕, アラブ, 小 ア ジア , それ に イン ド か ら 
中 国 と 日 本 まで の アジ ア 南 部 と 東部 .、 インド 
ネシア 。 オース トラ リア , 
ある 。 日 本 は 分 布 の 北限 で ある が 、 本 州 中 部 
以 南 で は か な り ふ つう に 繁殖 する 

タマ シギ は . 定期 的 な 渡り を 行なわ な い 
沼 や 池 の ほ と り に すん で いる が , ヤブ や アシ 
の 茂み の な か に いる こと も ある 。 日 本 や 中 国 
で は, 水田 が お も な すみ 場所 に な っ て いる 

食べ 物 は , 土 の な か に すむ 昆虫 、 ミ ミズ 、. 
小動物 . そ れ に いろ いろ な 植物 の 種子 で ある 

つが い は 繁殖 期 の 前 に で きる が 、, 雌雄 が い 
うっ しょ に いる と ころ は めった に 見 られ な い 
繁殖 期 以外 に は 10 一 12 羽 の 群れ を つく っ て 
混 地 の な か を あちこち 歩き まわ っ て い も 
ぅ っ ぱら 夕暮 れ か ら 夜 に か け て 活動 し 、 警戒 心 
も 強い 。 地 上 で の 動作 は 非常 に 機 争 だ が 、 飛 
ぶ の は お そく . あま り 好 まな い 。 ク イナ の よ 
うに ゆっ くり し て いて 遠く まで 飛ぶ こと は 
な く , ふつ う は 舞い あがっ て も , また すぐ < 
さむ ら の な か に も が etzs 表 う 

雌 の 鳴き 声 は 笛 の よう な 強い 音 で 、 ] 
ッ ,。 コー ッ , コー ッ 」 と 聞こ える 。 繁殖 期 に 
な る と 、 夜明け や 夕暮 れ どき に よく 鳴く 。 ま 
た ,. 「 ギ ッ , ギ ッ ,、 ギ ッ 」 と いう 声 も 出す 

タマ シギ の も っ と も 変わ っ た 点 と いえ ば , 
雌雄 の 役割 が ふつ う の 鳥 と 反対 な こと で ある 
繁殖 期 に な る と , 上 准 は テリ トリ な わ 張 り 
を 確保 し 、 雄 を めぐ ) 
の と き 雌 は 、 うば ぱ さ さ を 大 きく ひろ げ , それ を 
くち ば し の 先 よ り も 前 に 突き だ し て ., 尾 は い 
> ぱい に 開き 、 威 内 の 態度 を 示す 


時 


多 基 ママ 三 ア な だ 


て ライ バル と 戦う 。 こ 


果 を つく る の は 雄 で ある 。 地面 が 乾燥 【 


いる と き は 、. 簡 単 な 凹 み を つけ る だ け で , 雌 は 
地面 に 直接 卵 を 産む 。 湿り けが 多い と き に は 
枯れ 草 を 敷い て 巣 を つ )、 産 族 す る 。 1 腹 の 
用 才 2 ふつ う 4 個 で , 縁 が か っ た 黄色 の 地 に 
焦 茶 色 の 班 点 が あり 、 権田 形 を し て いる 。 雄 
は 19 日 間 抱 卵 し 。 ひと り で ひな を 育て る 。 暴 
は ふつ う , 自分 の テリ トリ ー に 数 羽 の 雄 を 【 
た が えて , テリ トリ ー を 守る 以外 は 卵 を 産 』 
こと し か し な い 。 こ の 一 妻 多 夫 は 日 本 や イン 
ド の 亜 種 だ け で 、 ア フリ カカ や オー スト ラリ ア 
で は 一 夫 一 奏 の よう 7 
ナン ベイ タマ シキ Ayczcrypes sezco/ な 7 が 
ナン ベイ タマ シギ 属 ) は , 南ア メリ カ の 中 央 
部 に すん で いる 。 全長 が 約 25 セ ンチ で 、 タマ 
シギ の 半分 ほど の 大 き さ で ある 。 しかし, 羽 
色 や 習性 は . タ マシ ギ と 非常 に よく 似 て いる 
繁殖 習性 も タマ シギ と だ いた い 同 じ で ある が 
ナン ベイ タマ シギ は 1 腹 の 卵 数 が ふつ う 2 . 
3 個 で , 雌 が お も に 抱卵 する よう だ 


ミヤ コ ド リ 科 


74e7z77o の od777e 


ミヤ コ ド リ 科 の 鳥 は 、 チ ドリ 亜 目 の な か で 
は 大 型 の ほう で , 全長 は 40 一 50 セ ンチ に も 達 
する 。 く ちば し は 長く , 先端 が 丸み を お び ., 
縦 に 扇 平 で 、 カ キ の 毅 を あけ る 小刀 の よう な 
この くち ば し は ., と て も 便利 
な 道具 で . これ を 使い イガ イ 、 ザル ガ イ , そ 


の 他 さ ま ざ ま な 内 の 殻 を あけ て 食べ る の で あ 


形 を し て いる 


る 。 貝 が 品 を あけ る ほん の わずか な 瞬間 を ょ 
ら え て , その すき ま に く ちば し を さ し 込 ん で 
ひね り 、 簡単 に ふた を こじ あけ て し まう 。 種 
名 の oszogzs も ~ 貝 を 集め る "と いう 意味 で あ 
る 。 こ の くち ば し は また . カサ ガイ を 岩 か ら 
は が し た り 、, 小さ な カニ を 殺し た り , 水底 の 
どろ の な か を つ つい て 虫 を 取り だ し た りす る 
の に も 役 だ つ 


分 布 は 、 地球 上 の ほとん ど と 全域 に 及 ん で い 


る が ., 極地 と ポリ ネシア の 島々 に は いな い 
し か し その 広い 分 布 に も か か わら ず , 特殊 
な 食性 の た め , ヨー ロッ パ を 除い て は あ ち こ 
ち で その 数 が 減少 し 、 珍 し い 鳥 と な っ て いる 
この 科 に は , ふつ う 1 属 6 種 が 分 類 さ れ . 
6 種 と も その 外形 は 非常 に よく 似 て いる 。 羽 
色 は ,. か ら だ の 上 面 が 黒く 下面 が 白い も の と .、 
全体 が 黒い も の と の ふた つが ある 。 く ちば し 
と あし が 赤く 、 鋭い 口笛 の よう な 鳴き 声 を た 
て る 。 巣 は わずか の 草 を 敷く だ け で , 地面 に 
ほとん どじ か に 産卵 する 。 飛行 は 直線 的 で カ 
強い 


ミヤ コト リ 


ガ 7e77opP4S Os7/eg7/S 


ミヤ コ ド リ は , この 科 の 代表 的 な 種 で 全長 
が 約 50 セ ンチ 。 頭 部 と の ど と 背中 が 黒く 腰 
と 腹 と 尾羽 (お ば ね ) の 基部 と が 白い 。 目 の 
まわ り は あざ や か な 赤 で 、 く ちば し が オレ ン 


ジ 色 、 あ し は ピン ク で ある 


1』ー ロ ロッパ, 小 ア ジア アジア 東部 な どの 


沿岸 に 生息 し て お り 、 と くに 岩礁 や 砂利 の 多 
い 海 岸 を 好む よう が また 、 中 央 アジ ア ( ト 
ルキ スタ ン ) な ど に も 生息 し て いる が ., 他 の 
地方 で は 海岸 近く に だ け す むと いう 習性 の 鳥 
- の よう な 内 陸 に いる と いう こと は ちょ 
だ し 流 な ぞ で ある スウ ェ テン の 鳥類 学 
閉路 > リー 博士 の 説 に よれ ば , 大 昔 こ の 地 
万 が 海 で あっ た ころ に いた も の が , その まま 
生き 残っ つて いる の だ ろう と いう こと で ある 


うう 漂 島 で , 繁殖 地 を 離れ な いも の も い 








る が , 北 ヨ ー ロ ッ パ の も の は ., 冬 に 地中海 や 
紅海 、 ペル シャ 湾 な ど , 南部 に 移動 する よう 
だ 。 こ の 移動 期 に は . 比較 的 大 き な 群 れ で 海 
岸 近く に いる 。 陸地 の 奥 ま で は いっ て くる こ 
と は 少な い 


か つて は . 日 本 に も か な り 渡 来 し た よう た 
が 、 近 年 で は 非常 に 


t と ども アジ ア で は ほ 。 ヨーロッパ の よう に た 





珍し いも の と な っ て いる 


さん の ミヤ コト ド ト リ が 繁殖 し て いる と ころ は 


101 





7 


14 





10 1 


8 


伊勢 物語 』 に. 


問 は む 都 , 


《 名 に 【 
島 わが 思ふ 人 


ぁ で や 


な か っ た らし い が 
お は は 





いざ こと 


は あり や な し や と 》 と 詠 ま れ て いる “都島 


は . この ミヤ コト リ で は な く カ モメ 科 の ユ ! 
メル 2S 
る 。 それ が いつ の 問 に か 都 鳥 は この ミヤ コ ド 
リ の ほう の 名 まえ に な っ ヵ 

食べ 物 は . ミミ 
体 動物 (< 
貝類 と 力 サ ガイ な ど )、 ウ 


地 に すむ きわ め て 多様 な 小動物 な ど で : 


zz が ys と いう 鳥 の こと で あ 


らし い 


ス 類 、 甲殻 類 、 


昆虫 類 、 軸 


ガイ ザル ガイ な どの 一 枚 


と に イ 
海岸 の 岩場 や 砂 


ちる 





* オ 
# 多 す フ 
果 は 海 宇 の 凹み を た て 
っ 球 ェ 枯れ 曹 な と て Z 





7 た が が か A/ い ソ 


f 


いる が 、 
島 か ら 渡 っ て くる + 
わせ る と た い へ ん な 数 に な る 


ぢ の 南部 で は 、 月 に よ 


キリ ス に は 土着 の ミヤ 


毎年 各 に な る と . 


の が あ 


ドリ が た くさ ん 
カン ジ ナ ヒビ ア 半 
に 。 ぞ それら を 合 
ェ ー ル スズ ス 地 
5500 一 


> て 異な る が 、. 


1 万 5800 羽 の 大 群 が 見 られ る ほど で ある 


ーー デー 
1 


と 人 間 と が 上 躍 類 を 奪い 合う こ 


こ で 鳥 

ミヤ コ ド リ は 美食 家 で 、 イ ヨ ォ 
珍重 し て いる ザル カ ガ カイ. それ + 
き な も の を . か た っ ぱ ! 


か ら そ の 和 被害 は 、 


漁師 に < 


ウ 


t 


と に な る 


ス 人 た ちか 


年 


か ら 食 いあ さる 


は か に 


ナ 
/ 


の 


、 


内 
7 より! う 








な い の で ある 


1 ア 記 1 民 


る 間 の 約 半分 の 時 間 、 


リ は , 


上 貝 を 食べ つづ ける わけ 


潮 が 引い て い 


だ が ., 1 回 の 引き 潮 の 間 に 1 羽 が 食べ る 量 は . 
中 の 大 小 に よっ て 差 は ある が , 
し た が っ て 2 年 以上 た 


ルズ 地方 の 南部 だ け で も . 3 


200 一 600 個 に 
の ぼる > た 貝 の 被 
害 総数 は ウェ 
年 間 に 5 億 5700 万 一 12 億 3700 万 個 に 達する 
この 地方 で . 同じ 期間 に 人 間 の 食糧 を し て 採 
取 さ れる ザル ガイ の 数 , 4600 万 - 
と 比較 する と 、 そ の 数 が いか に 大 きい か が わ 
か る 。 だ から イギリス で は ., 漁師 た ちと 
] トリ の 保護 者 た ちと の いざ こざ が 絶え な い 
の で ある 
ミヤ コ ド リ は 歩く の も 小走り に 走る の も う 

まい 。 ゆ び が 長い の で , どん な ぬか る み の な 
か で も 自由 に 動き まわ る こと が で き . 
お 手 の も の で ある 。 必要 と あれ ば た い へ ん 速 


1 億 2800 万 個 


ミミ"Z 


ぎ + 


く 飛 ぶ こ と も で き . 飛び 方 は 力強く 優雅 で さ 
え あ る 

この 鳥 は . ピッ , ピッ ピッ 」 と 大 声 で よ 
く 鳴 く ほ か .「 キ リ 1 リ と いう 声 
も た て る 


ミヤ コ ド リ は 繁殖 期 の 奇妙 な 行動 に よっ て 


と くに 注目 され て いる 鳥 で ある 。 若い 鳥 た ち 
は 最初 、 雌 雄 入 り ま じ っ た 集団 で 生活 し て い 
る が 、 や が て 歳 密 な 一 雌 - 一 雄 に 移行 する 


の と き 雄 は 肉 を めぐ っ て それ 
て に て は 


て 勝敗 が 決め 


争う の だ が 、 
は ふつ う の 鳥 が や る よう な 戦い に よっ 


な く 、 一種 の 集団 タン ス に よ 


そ 
+ 到 ヽ す て 
下 ] 半 に Z 
まこ | る の が と て も し す 7 


7 6 7 た 7 (た 7 の 7 た 77V 77 カ 


























られ る まず 数 羽 の 雄 が - 列 に 並ん で 輪 を つ 


ンー re くち | 


ら 【 ば し を 地面 に 向け て 突き 


だ し か ん 高い 鳴き 声 を 発し な が ら 並 ん で 走 
り だ し 順 番 に お 目当て の 雌 の 前 で ディ ス 

レー を 行なう ッ タイ ハル の うち の 1 羽 が 順番 
を 待ち 切れ ず 仲 間 よ り 早 く 出 よう と する こ ょ 
が ある が . その と き に は 順番 に 当たる 雄 が 、 

割り 込み 者 の し ぐさ の まね を する 。 これ は 割 
リ 込 み 者 を た し な め る 行動 らし く 、 そ の 不 心 
待 者 は すぐ に 引き さがる 。 典 は. は じ め の 

ち は た いそ う 気 が 多く 、 数 羽 の 雄 の 申し 込み 
を 受け 入れ る が 、, 結局 は その 翌日 に 1 羽 の 四 
偶 者 を 選ぶ 。 こ うし て で きた つが い は 、 数? 


の 間 、 





と 豊 耕 寺 す 4 101 


産 族 は ふつ う 5 月 に 行なわ れる 。 旧 は 雌 カ 
>) くる が 、 海岸 の 凹み を 利用 し た 簡単 な も の 


に 、 小石 や 具 殻 の 破片 、 和 柔らか い草 な ど カ 





か れ て いる 。 1 腹 の 卵 数 は 3. 


色 を し て お り 、 濃い 色 の 斑点 が ある 。 抱卵 期 


間 は 24 一 27 日 で 、 お も に 雌 の 仕事 だ が 雄 1 


か な り 手 助け を する 。 ひ な が か える と . 親 は 


協 力 し て 子ども を 育て る 
ェ ヤ コト リ は ほ つ け られ 
た と 感じ る と 、 卵 を 移動 させ る 








珍し い 習 性 が ある 。 雌 は 卵 を ひと つ ず つ 両 
の あい だ に は さん いか に も “と っ と こい 【 
感じ で 動か し て 


いく 。 また . 不意 に 奪 者 が 現われ た りす る 


忌 、! 


繁殖 の 記録 が あぁ る 。(101 


レ ナ 
た 5# 


ら せ る リ 


て いる 仲間 が 駆け 


し は し 


た [リリ [ 揺 優 


め る 。 ひ な が か え 


F 


る こと も 少な い 
地上 に ある こ 


の 手段 な の 


め る 


) に 


張り つい て ビ 


る ド 


SS し て 


W を は OH 詞 基 寺 方 - Z 
操 報 の 鳴き 声 を 発 


< に 営巣 


うけ て き 
=』 + 
91 よ 。 








これ ら の 防衛 行動 は 


う 





者 を 攻撃 


か ら だ の 割り に は 才 命 が 長 
生き た 例 が あり 、 


: き た 例 が 報告 され 


野生 の 状態 で + 


チト リ 科 CO が 7 が e 


チドリ 科 (チドリ 亜 目 ) の 鳥 は . 次 の よう 
な 外形 的 特徴 を も っ て いる 

@ 全長 は 12 一 40 セ ンチ 

@ 幅 雄 の 羽 色 (うし ょ く ) は ほとん と 同じ 

@ 体 形 は 一 般 に ずん ぐり し て いて , 頭 と 目 

が 比較 的 大 きい 

@ く ちば し は 比較 的 短く 、 先端 が か ふくらみ 

を も っ て いる 。〔 注 2 〕 

@ 員 中 (ふし ょ ) は か な り 長 く , 後 吐 ( こ 

うし ) が な い 〔 た だ し ダイ ゼン に は 後 中 が 


ある 〕 
この 科 に は 約 60 種 が 分 類 さ れ て お り . その 


分 布 は , 極地 を 除い た ほぼ 世界 全域 に わた っ 
て いる 。 大 部 分 は 海岸 地方 や 平野 部 に 好 ん で 
すん で いる が 、 山 地 に すむ も の も 少な く な い 
冬 の 寒さ が 厳し い 地 方 で 繁殖 する も の は , ほ 


と ん ど 全 部 が 渡り 鳥 で ある 
タゲ ケリ 7 族 e/75 pe/7/5 


タゲ リ (ケリ 属 ) は 全長 が 約 32 セ ンチ , 体 
重 が 約 240 グラ ム の 鳥 で ある 。 背中 は 人 金属 光 
沢 の ある 暗 青 緑色 で 、 胸 が 黒く 腹 は 白い 。 頭 
の 後ろ の 部 分 の 羽毛 ( う も う ) が 長く の び て 
守 羽 (か ん う ) に な っ て いる 

いつ も 少数 ある い は 多数 の 群れ を な し て 募 


らし て お り .、 し めし めし た 草原 や 沼地 、 海岸 、 


耕地 な ど に すん で いる 
ィ ギ リス か ら ア ジア ァ の 北部 に いた る ユー ラ 
シア 大 陸 の 温帯 と 亜寒帯 地方 に 分 布 す る 。 ヨ 
ロッ パ で は ., 地中海 の 沿岸 と 北極 圏 を 除く 
ほとん どす べ て の 地方 で 営巣 (えい そう ) す 
る 。 ア ジア で は モン ゴル . 中 国 の 東北 部 で 繁 
殖 し て いる 。 日 本 で の 繁殖 は まだ 確か め ら れ 
て いな い が , 冬 島 と し て ふつ う 11 月 ころ 渡来 
し 、 翌年 の 3 月 ころ まで の 間 , 取入れ の 終わ 
> た 水田 や 畑 . 塩田 な ど で よ く 見 か けら れる 
般 名 の タゲ リ ( 田 葛 ま た は 田 計 里 と 書く ) は . 
た ん ぼ の ケ リ の 意味 で ある 
タゲ リ は ふつ う 漂 島 で ある 。 つ まり , 規則 
的 な 渡り 鳥 で は な い が . 冬 に は ヨー ロッ パ 北 
部 と 東部 の 繁殖 地 を 離れ も っ と 気候 の 温暖 
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777 イガ リガ 





上 確 れ て 
) 月 ) さ 
> 4 けら れる 
芝 ルル 9 和 ( 。 す て よ 
オ わ た 飛び 方 は の の 





777 た 77 信人 7 V(z 


叶 





Dy1 


右 | 
77 7 が 7 4 


な 西部 と 
移動 する 
う 人 の すむ 地 
さ の 動か し 方 が ゆ 
ュ ョ ウ が 舞う よう に か ろ や 


か に 飛ぶ 。 そして. 舞い あがる と き や 飛 ん 


いる と き に 1 と いう 鳴き 声 を 


せる 9 1 と 長く の ば し て 鳴く 
も ある < 
N 物 は た い へ ん 多様 だ が その 90 パ ー セ 
近く が 動物 性 の も の で 残り は 植物 性 の 
も の で ある 。 と くに 昆虫 (こん ちゅ う ) 類 , 
ミズ や 地表 に いる 軟 体 動物 を 好 ん - 
3 月 に は いる と , タゲ リ は 多く の 群れ を な 
に くる 。 集団 で は 繁殖 【 
な い が ,. だ いた いか た まっ を つく り , 20 
ー30 メ ー ト ル の と ころ に ., 3 つも 4 つも 上 巣 が 
ある 。 タ ゲ リ た ち は 何 日 か の 問 は グル 7 を 
つく っ た まま だ が ,. まもなく 個々 の 上 巣 に 閉 し 
- も り は じ め る 。 雄 は . 自 分 の テリ トリ ー( な 
わ 張 り ) を いっ し ょ うけ ん めい 守る が. 


テリ トリ ー は 猿 く 、 巣 の ご く 周 辺 の み 








ト つ 
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つが い に な る と き 、 雄 は ディ スプ レー の た 
め の 空 中 妙技 を 披露 する 。 雄 は 2. 3 回 ゆっ く 
り 羽 ば た いて 地上 か ら 舞 いあ が り ,. それ か ら 
し だ い に 速 く 羽 ば た いて 空中 を ほとん ど 垂 直 
に 飛び あがる 。 そし て 急 に ひら ひら 舞い な が 
ら 急 降下 し て , 地面 すれ すれ の と ころ で と ん 
ぽ ぼ 返 り を する の で ある 。 デ ィ ス プレー の 合い 
間 に 雄 は 自分 で 決め た 地点 に いき うず くま 
リ 、 あ し で 地面 を 引っ か いて 凹み を つく る 
そし て , 小枝 を 集め て き て は 、 掘っ た ば か り 
の 凹み の 横 に 置く 

肉 は .、 は じ め の うち は 関心 な さそ うな よう 
す で 雄 の する こと を な が め て いる が や が て 
自分 も 地面 を 引っ か き は じ め , 雄 と 回 じ こ と 
を する よう に な る 。 その うち あたり に は 、 狗 
い 間 隔 で いく つか の 凹み が で き 上 が る 。 凹み 
が つく られ る 場所 は ,、 ふつ う 低 い草 に お お わ 
れ た 湿気 の 多い と こ ろ で .、 まわ り よ り 比 較 的 
小高 く な っ て いる 地点 が 選ば れ て いる 

3 月 の 終り に な る と , 雌 は ディ スプ レー の 
と き に つく られ た いく つか の 凹み の な か か ら 
ひと つ を 選択 し 、 草 や 小枝 を 敷き つめ て 上 巣 を 
仕上 げ る 。 そ し て そこ に , 黄色 が か っ た 地 に 
大 き な 黒い 旧 点 の ある 卵 を 4 個 産 む 。 卵 は と 
が っ た ほう を 中 心 に し て 十字 花 型 に 並べ られ 
て いる 

5、 6 日 で 産 罰 が 終わ り , 雌 が 抱卵 (ほう ら 
ん ) を 始め る が 最初 の 1 週間 は 落ち つか ず . 
果 を ほっ た ら か し に し て は 隣 の 雄 の ディ ス ブ 
レー を 見 物 に いっ た りす る 。 2 週 め か ら は 本 
格 的 な 抱卵 に は いる が 雄 も と きど き 変 替 し 
て いる 。 抱卵 期間 は 24 一 27 日 で 、 と くに 気温 
が 低かっ た りす る と 31 日 ぐら い に な る こと が 
ある 。 ひ な が か える と , 親鳥 は 卵 の 毅 を すぐ 
に 取り の ぞい て し まう 。 

や が て 、 ちらほら と 植物 の は えて いる 泥 地 
の な か に , 母親 に 連れ られ た ひな の 容 が 見 ら 
れる よう に な る 。 黒い 斑点 の ある 茶色 っ ぽい 
ひな の 羽毛 は , 周囲 の 環境 と 溶け あっ て ほ と 
ん ど 目 だ た な い 。 ひ な は その 小さ な あし で す 
ば や く 走 り 、 危 険 が 迫る と 地面 に 張り つい て 
し まう 。 夜 は 母 鳥 の つば さ の 下 で 眠る 。 ひ な 
が 飛べ る よう に な る まで に は 約 5 週間 か か る 
が 、 母 親 は あたたか く 見 守り 保護 する 。 こ の 
問 、 雄 は 周囲 を 見 張る 役 を つと め る 。 

ひな が 飛べ る よう に な る や , 家族 は 沼地 を 
あと に する 。 移動 が 始ま る の だ 。 旅 の 問 , あ 
ちこ ち に 長 々 と 租 釧 し な が ら , だ ん だ ん と 南 
部 に 下っ て いく 。 気候 が 不順 だ と ,. 冬 じ ゅ う 
ほう ぼう を さす らい 歩き スペ イン や イタ リ 
ア , は て は 北ア フリ カ に まで 南下 する こと が 
ある 。 2 月 の 終り ころ か ら 再 び 北 の ほう へ 引 
き 返 し て くる 。 


タゲ リ の 仲間 


タゲ リ の 仲間 は 種類 が 多く 、 チ ドリ 科 の な 
か で は 優美 で 変わ っ た も の が 含ま れる 。 こ れ 
ら の 鳥 は . か つて た くさ ん の 属 に 分 けら れ て 
いた が .、 最近 は みな ケリ 属 に 属す る も の と し 
て 扱う 場合 が 多く , 24 種 が ある 

ケリ Pzze775 czzerers (ケリ 属 ) は . 全長 
が 34 一 38 セ ンチ 、 体 重 は 380 グラ ム を 越え 、 
チドリ 科 の 鳥 で は 最大 の も の の ひと つ で ある 
頭 部 は スレ ー ト 色 、 背 中 は 談 褐色 、 下 胸 に 黒 
神 色 の 帯 が か あり, 腹 は 白い 。 尾 羽 (お ば ね ) 
も 白く , その 先端 近く に 黒色 の 帯 が ある 。 く 
ちば し の 半分 と 目 の 周囲 は 黄色 く 、 目先 に 貢 
色 の 小さ な 肉 垂 (に くだ れ ) が ある 

ァ ジ ア 東 北部 の 特産 種 で 、 モンゴル, 中 国 
の 北部 か ら 日 本 で 繁殖 し 、 冬 に は 中 国 南部 , 
東南 アジ ア . イン ド な ど へ 渡る 。 日 本 で は 本 
州 の 北部 、 中 部 の 水田 で 繁殖 し 、 西日本 で は 
冬 に も 見 られ る か ら 漂 鳥 で ある 。 冬 は 10 一 30 
羽 の 群れ で .、 お も に 刈り 入れ の すん だ 水田 や 
F 拓 地 に すん で いる 。 警戒 心 が 強 い が . タゲ 





ム ナ グロ チドリ 科 ム ナグ ロ 尾 

租 殖 期 に 胸 が まっ 黒 に な る の で この 名 が ある 
日 本 で は 旅 島 と し て 春 と 秋 に 見 られ る 
飛ん で いる と き キビ ピー, っ と 9 島 く の て 


キ 
^~ キ ビ キ ビ ” と 呼ん で いる 地方 も ある 


リ ほ ど で は な い 

繁殖 は 、 春 早く 2 月 ころ 始ま る 。 巣 は . 他 
の チドリ 科 の 鳥 と 同じ く . 地面 の 凹み に 枯れ 
草 や 小枝 を 敷く だ け の 簡単 な も の で , 3 月 の 
終り ころ まで に ふつ う 4 卵 を 産む 。 卵 は 灰 褐 


色 の 地 に 黒褐色 の 斑点 が た くさ ん ある 。 抱卵 
は 雌雄 交替 で 行ない . その 期間 は 27 一 30 日 く 


らい で ある 

セグ ロ ツ メ バ ゲ リ ze77cs eZ4s (ケリ 
属 ) は 白 と 黒 の 美しい 鳥 で 、 額 。 後 頸 (こう 
けい )、 雨 複 ( あ まお お い )、 肩 羽 (か た ば ね )、 
明 、 腹 な ど は 白 か 灰 色 で 、 他 の 部 分 は 黒く . 
虹 移 は 赤い 。 守 羽 は な く , 軸 角 部 (よく か く 
ぶ ) に つめ が ある 

アフ リカ 南部 の 特産 で 、 ケ ニア お よび コン 
J 以 南 の アフ リカ に 分 布 する 。 開け た 草原 地 
答 に すみ 、 浅い 水たまり の 縁 に 20 一 30 羽 の 群 
れ で いる こと が 多い 。 非常 に 騰 病 な 鳥 で 、 見 
知ら ぬ も の が 近づく と すぐ 叫び 声 を た て て 飛 
び だ す 。 そのため. この 和 鳥 が けた た まし く 逃 
げ だ す の を 合 較 に . 他 の 鳥 や 環 た ち も 邊 戒 を 
始め る と いわ れ て いる 


ム ナ クロ  //zpzz/7s 6777co 


ム ナ グロ ( ム ナ グロ 属 ) は 全長 が 22 一 26 セ 
ンチ 、 体重 が 約 200 グラ ム で ある 。 ツ 羽 色 は 夏 
羽 (繁殖 期 ) と 冬 羽 で は っ きり 違 い 、 繁殖 期 
の も の は . 黒褐色 の 背面 に 黄金 色 の 小 班 が 
面 に 散ら ば っ て いて . 額 と 選 と 頸 側 (けい そ 
く ) は 白目 か ら 下 の 顔面 と の どか ら 腹 に か 
け て は 黒い 。 ム ナグ ロ ( 胸 黒 ) の 和 名 は 。 こ 
の 胸 が 黒い こ と に 由来 する 。 冬 羽 は 全体 に 黄 
色っぽ く , 下面 も 黒く な い 

ム ナ グロ は シベ リア 東部 、 ベー リン グ 海 の 














沿岸 と アラ スカ , カナダ な どの ツン ドラ で 繁 
殖 し , 冬 に は 東南 アジ ア . フィ リピ ン か ら ニ 
ギニア 。 オ ー ス トラ リア ニュー ジー ラ 
ンド に , また , 南ア メリ カ の アル ゼン チン に 
まで 渡っ て いく 
日 本 で は 旅 島 として, 春 と 秋 の 2 回 に た く 
さん の ム ナ グロ が 渡来 する 。 渡 り の 途中 に は ., 
5 一 20 羽 くら い の 和 群れ で いて 、 昼間 は 海岸 の 
千 潟 や 、 海岸 近く の 水田 で えさ を あさ り 、 夜 
間 に 旅 行 す る 


ム ナ グロ は 、 繁殖 地 で は 非常 に 敏 挫 で 膝 病 








な た め , 観察 が むつ か し い 。 ツ ンド ラ の 荒地 食べ 物 は 時 期 に よっ て 異な る が , 昆虫 と そ 巣 は ツン ドラ の 荒地 の な か に ある 。 肉 が 地 
を すばやく 走り まわ り 、 巧み に 人 の 目 か ら の の 幼虫 、 ミ ミズ 類 、 甲虫 類 が 主 で . 小さ な 軟 面 に 浅く 凹み を 掘り し 、 そ こ に わずか の 小枝 や 
が れ て し まう の で ある 。 飛ぶ の も た い へ ん 速 体 動物 、. エ ビ や カニ な ども 見 つけ れ ば 食べ る 草 を 敷く 。 1 腹 の 卵 数 は つね に 4 個 で 、 卵 は 
く 力 強い 。 舞い お り る と きも , 速い スピ ー ド 夏 に は と くに 、 直 甚 目 (バッ タ な ど ) や 双 贅 薄茶 か 薄 緑色 を し て お り , 焦 茶 の 斑点 や 模様 
で 地上 低く 旋回 し な が ら .、 そこ が じゅ うぶ ん 目 (ハエ ・ ア ブ な ど ) の 昆虫 の 幼虫 を 多く 食べ が ある 。 上 暴 雄 交替 で , 27 一 30 日 間 抱 卵 す る 

に 安全 な 場所 で ある こと を 確か め て か ら 着 陸 る 。 また , ツン ドラ の 植物 の 実 も 食べ る よう ひな は チドリ 科 の 他 の 鳥 の ひな と 同様 に 、 乏 
する だ 。 こ れ ら の えさ は , ほとん ど 地 上 で と る 化し て 数 時 間 た ち 、 羽毛 が か わく と 、 親 に つ 


に 








ロ 語 イチ 3 H 
て は す ば し こ 〈( 。 し か も 有 往 病 な の て リ 科 チ カ 
する の が 非常 に むつ か し い 北ア メリ カ の 大 平原 に 生息 し て いる 
ヨー ロ と 西 リ ア の ツン ドラ て 往 殖 する ヵ びと 胞 の と ころ に 平行 し て 走る 黒い 輪 が 特徴 の だ ろ ぅ 4 ヵ 101 一 17 
キ な どの 天敵 も 多く な き 声 カ ー〉》 と も 呼ば れる B 下 
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周 商 く らい は 親 の 保護 を 受け る 


トラ に は . ム ナ グロ を ね ら う 動物 が ヵ 








ミ ん すん で いる 蛇 . の ) 太 の 寺 | ホウ コア 
> ナギ キー メ ナ トナ ェ † -t を うっ 
9 が 
/ サ な ご と か す 目 を 光ら せ て いる こ ア 
ん Y 1 1 / 
) う /N ( ハ \ 人 て) 。 ナ 
由 断 で き な い の で ある 


1』ー ロ ッ ハ ム ナ クロ 7777s 2 の 77co777 (人 ム 
た グロ 属 ) は 、 ム ナ グロ に きわ め て よく 似 7 
5 だ が 、 全長 が 27 一 29 セ ンチ と 少し 大 型 で あ 
$。 また 肩 の 部 分 が 灰色 を お びている 


一口 ハバ と シ ヘ リア 西 部 の ツン ドラ 





殖 し 、 部 は 留鳥 (りゅう ちょ う ) で ある が . 


他 の も の は アフ リカ や アゾ レス 諸 島 に 渡っ て 


臣 人 冬 す る 
タイ セン 777 が 5s sgee7g7o/7 (人 ム ナ グロ 
属 ) は 、 ム ナ グロ に 似 た 鳥 で 、 繁殖 期 ( 夏 


4/ 度 2 二 7/ 77072 の (人 色 方 


1 よ 。 


目 か ら 下 の 顔 と の どか ら 腹 に か け て の 部 


gs 、 アァ 


ケ が 真っ 時 に な る が 、. 背中 の 斑点 は 黄金 色 


よ な く て 白く 、, 全 体 に 白 まい 。 和 全長 は 30 一 32 
セン チ 。 北極 圏 の ツン トラ で 繁殖 し .、 冬 に は 
1 ] ッ パ を へ て アフ リカ , マダ ガス カリ 

また アジ ア 中 部 を へ て イ トド ト 。 イ ント シナ ョ 
島 、 ァ 作 導 島 、 オ スト ラリ ア に . ちあ るい 


ょ 北ア メリ カカ か ら 南 アメ リカ に 渡っ て 越冬 し 


本 で は 旅 島 で 、 春 と 秋 の 2 回 渡来 し 、 海 
岸 近く の 水田 で 見 か けら れる 
コチ トリ 747z 太 Zs 075 
] チ トリ (チト ドリ 必 ) は 全長 が 約 16 セ ンチ 、 
体重 40 一 45 グ と 小型 の 鳥 で ある 。 羽 色 は 
表 画 が 灰 褐色 . 顔 の 下 半 分 が 白い 。 額 も 白い 


と 額 の 白色 部 を 分 ける 太い 線 は 時 








れ ちる 事 6 胸 の と ころ に は っ きり し ヵ 
いく び 輪 が ある 
た トリ の 分 布 域 は きわ め て 広く 、 ヨー ロ 
の ほぼ ほ 全 域 (北極 地方 を 除く )、 ア フリ カ 
部 、 だ どの 大 部 分 、 お よび 


繁殖 する 。 熱帯 地方 以外 の も の は 渡り 鳥 か 


水鳥 て 冬 に な る と アフ リカ や 東南 アジ ア に 
度 っ て 越冬 する 
下 て は 全国 各地 で 繁殖 し . と くに 北海 首 


に は ふつ うに 見 られ る 鳥 で ある 冬 は 





渡る も の も ある が . 四国 や 九州 の 暖か 


- 引 冬 する も の も ある よう だ 





ま と ん どの 場合 、 海岸 の 砂浜 と 内 陸 の 湖 の 


ま と どり や 川原 に すん で いる 。 繁殖 期 に は つが 


いて いる か が . それ 以外 の と き は 小さ な 群れ 


生活 し て いる 。 こ の 鳥 は , 地上 で は な か な か 


食 へ 物 は . 地上 や 浅い 水たまり に すむ 昆虫 


や その 幼虫 、 そ れ に カタ ツ ム リ や 他 の 小型 の 
軟体 動物 で ある 。 また. 
飲む の で 水 の ま っ た < 
て いな い 
ま 簡 単 な も の で 、 雌 が 地面 の 砂 

て つく っ た 凹み で ある 。 5 月 の 半ば に 、 4 個 
の 卵 が 産み 落と され る 。 罪 [ よ ク リリ テ メ 
褐色 や 灰色 な どの ご 
在 し て いる の で 、, 周囲 の 砂 や 小石 と 見 分 けが 
うか な い ほ ど と また , 卵 は 決ま と が っ 
た ほう を 中 心 に , 十字 花 型 に お か れ て いる 

抱卵 期間 は 24 一 26 日 で 、 雌雄 が 交 奉 で 
う 。 ひ な は . 卵 か ら か えっ て 羽毛 が か わ < 

> し ょ に 旧 を 離れ る 


ひな が 飛べ る よう に な る まで 、, 3 週間 くら い 


子ども の めん どう を みる 
イカ ル チ ト リ CZ が sc7777s チ ド 
リ 属 ) は . コ チドリ に と て も よく 似 て いる が . 


777.7 6 


101ー19 





101 一 20 


を 


全長 が 20 一 22 セ ンチ で ずっ と 大 型 で ある 。 ま 
た , 額 の 白色 部 は コチ ドリ より 多 く , 過 眼 線 


も コチ ドリ の よう に まっ 黒 で は な い 


ァ ジ ア 東 北部 の 特産 種 で 、 中 国 の 北部 か ら 
朝鮮 。 日 本 で 繁殖 し . 冬 は 中 国 南部 . 東南 ア 


抱卵 する シロ チドリ 。 
海岸 や 河口 の 砂地 に 好 ん で すみ 

巣 は 砂地 に 据 っ た 簡単 な く て ぼ みて ある 。 
1 腹 の 卵 数 は 3 個 。 4 一 7 月 に か け て 往 殖 する 
秋 に な る と 数 百 羽 の 大 群 を な すこ と も ある 。 


欄 罰 








ジア インド 北部 に まで 渡る 。 し か し , 東京 
か ら 西 日 本 に か け て は , 真生 で も ふつ うに こ 
の 鳥 を よ ぐ 見 か ける か ら , 漂 鳥 の も の も ある 
よう だ 

生息 場所 は だ いた い コ チドリ と 同じ で ある 
が 、 繁殖 期 に は 海岸 や 河口 で 見 る こと は 珍し 
く 、 ほ と ん ど と が 海 か ら 離 れ た 川 の 中 流 以 上 や 
湖 の 岸 べ で 営 巣 する 。 繁殖 期 は . 4 一 7 月 で 
ある 

冬 に は ふつ う 5 一 20 羽 くら い の 小 さ な 群 れ 
で . 川原 や 水田 、 畑地 な ど で え さ を あ さっ て 
いる 。 からだ が 大 きい せい か 、 歩き 方 は コチ 
ドリ ほど せわ し げ で は な く , 鳴き 声 も 太い 。 
シロ チト ド ト リ 07 が Zs 7ev が 4s ( チ 
ドリ 属 ) は 、 日 本 で は も っ と も ふつ うに 見 ら 
れる チドリ で . 全長 が 約 18 セ ンチ ,. コチ ドリ 
と イカ ル チ ド リ の 中 間 く らい の 大 き さ で ある 。 
羽 色 は コチ ドリ や イカ ル チ ド リ に 似 て いる が , 
か ら だ が 全体 に 白っぽく ,、 黒い く び 輪 も 不 完 
全 で ある 。 和 名 の シロ チドリ ( 白 千 鳥 ) は , こ 
の 色 の 白っぽく 薄い と ころ か らき て いる 。 鳴 
き 声 は 「 ピ ュ ル 」 あ る い は 「 ピ リッ 」 な ど と 
開 こ え . 地上 に いる と きも 飛ん で いる と きも 
よく 鳴く 

シロ チドリ は . 北半球 の 温 淀 地方 か ら 南 半 
球 ま で 広く 分 布 し 、 お も に 海岸 地域 に すむ 。 
日 本 で は 北海 道 か ら 琉球 列島 まで の 全国 各地 








ノヽ ロコ ヨコ デ チドリ チドリ 科 チ ドリ 尾 。 
イカ ル チ や コチ ドリ に 似 て いる が 
〈 ち ば し の つけ 根 の ほ ぅ の 半分 が 
あざ や か な オレ ンジ 色 を し て いる 
日 本 で は , 迷鳥 と し て 数 回 観 泰 され た 。 (上 ) 
7 サガ だ A ガ イザ 





に すみ , 漂 鳥 で. ほぼ 1 年 を 通じ て 見 られ る 。 
海岸 や 河口 の 砂浜 を 好み . 河川 の 中 流 以 上 
で は ほとん ど 見 られ な い 。 巣 は コチ ドリ と 同 
様 に , 砂 確 地 に 凹み を 掘っ て つく り 、4 一 7 
月 の 間 に 3 卵 を 産む 。 食べ物 や 習性 も . コチ 
ドリ と だ いた い 同 じ で ある 。 秋 に な る と 河口 
部 の 砂浜 に 集まっ て . 数 百 羽 の 群れ を な し て 
いる こと が ある 


日 本 で 繁殖 する チドリ 属 の 鳥 は , 以上 述べ 
た コチ ドリ , イカ ル チ ド リ ,、 シロ チドリ の 3 
種 で ある が , その ほか に . 春秋 の 渡り の 途中 . 
各地 の 海岸 や 水田 を 訪れ る 次 の 種 が ある 。 

メダ イチ トド トリ Cezg77s ogo74s は 、 
シロ チドリ より 少し 大 きく , 中 央 アジ ア . チ 
ベッ ト か ら シ ベリ ア 東 部 . アム ー ル 地方 . カ 
ムチ ャ ツ カ ま で で 繁殖 する 。 シ ロ チ ド リ に 仏 
て いる が , 夏 羽 で は 胸 と 線 が 款 錆 色 に な っ 
て 美しい 

オオ メダ イチ トリ Cr の 74s 7/esceg47777 

は , カス ピ 海 、 中央 アジ ア , モン ゴル な ど で 
繁殖 する 。 メ ダイ チドリ より 大 きく 、 胸 と 眉 
線 は 淡い 赤 錆 色 で ある 

ハジ ロコ チト ドリ Crzgd7rzs zo7zc7og は 、 
お も に ユー ラ シ ア 大 陸 の 北極 圏 の ツン トラ と 
グリ ー ン ラン ド で 繁殖 す る 。 日 本 で は 迷鳥 と 
し て 。 数 回 観察 され た こと が ある だ け だ 

















の emm カカ ラー ページ 解説 


雪国 の タマ シキ 











日 本 に すむ タマ シギ は , お も に 南 日 本 
を 中 心 に 分 布 す る 。 北 日 本 で は ほとん ど 
見 られ ず , 太平 洋 側 で は だ いた い 欧 城 県 
あたり , 日 本 海 側 で は 雪 深 い 新潟 県 あ た 
り を 生息 の 北限 と し て いる 。 北 へ いく は ほ 
ど 個 体 数 は 少な い が , 北海 道 の 画 館 市 で 
捕え られ た こと も る ある 。 

北陸 地方 で は 富山 、 石川, 福井 の 3 県 
と も に 生息 する が 、 その 数 や 繁殖 例 は 。 
南 に いく ほど 多く な っ て いる 。 な か で 
も 、 筆 者 の 住む 福井 県 で は 個体 数 も 多 
く 、 繁殖 例 も 古く か ら よ く 知 られ て お 
り 、 雪 の な か に 越冬 する 事実 も 確認 され 
て いる 。 筆 者 は 、 1965 年 ころ か ら 現 在 に 
いた る まで , 福井 県 内 を 中 心 に タマ シキ 
に 関す る 調査 研究 を 続け て きた 。 こ こ で 
は , 今 ま で に 判明 し た タマ シキ の , 1 年 
を 通し て の 生態 観察 を 中 心 に 述べ て みた 
いと 思う 。 

県 内 で の お も な 分 布 域 は 、 越 前 平野 北 
部 の 坂井 郡 芦 原町 三国 町 の - 部 、 さ ら 
に 南越 地方 の 武生 市 、 鯖江 市 丹生 郡 朝 
日 町 、 清 水町 な ど で あ る 。 こ こ で は 南越 
地方 の 調査 に よる も の を 中 心 に 紹介 し て 
いき た い 。 


早春 の タマ シギ 


福井 県 地方 で は 、 平 年 2 月 下旬 か ら 雪 
が 少な く な り , た と 
え 降 っ て る も 平野 部 で 
は 日 中 の 気温 が 上 が 
る た め , 根 害 に な る 
こと は 少な く な る 。 
この の に な る と 
10 羽 前 後 の 鐘 れ ( 雌 
雄 の 混 群 ) を な し た 
タマ シキ が 、 川岸 の 
いち は や く 雪 の 解け 
た 部 分 で を さ を あ さ 
っ て いる 姿 を よく 見 





く 鳴 く 
カラ ー ペ ー ジ 注 


[ 注 1 ] 敵 に 対す る 協同 防衛 の 行動 
鳥類 は 、 小 鳥 で あっ て も 、 敵 が 巣 に 近 づ 
く と 、 激 し く 威 吐 の 動作 を 示し た り 、 攻 
撃 を か け て くる 。 と くに 集団 で 繁殖 する 
鳥 た ちの 場合 、 1 羽 が 敵 を 発見 し 、 舞い 
あがっ て 騒ぎ は じ め る と 、 すぐ 周囲 で 筆 
殖 し て いる 鳥 全部 が 飛び た っ て 攻撃 を し 
か けた り 騒 ぎ だ し た りす る 。 卵 や ひな を 
ね わら っ て コロ ニー に 近づい た カラ ス や タ 
カ な ど が 、 た くさ ん の 鳥 に 追わ れ て 逃げ 
だ し て いく 光景 は , 繁殖 期 に は し ば し ば 
見 られ る 。 

鳥 が 集まっ て コロ ニー を つく り , 繁殖 
する こと の 利点 の ひと つ は 、 つ が いで 生 





1 早朝 か 夕暮 れ の 薄暗い と きも っ と も よ 
1972 年 5 月 朝日 町 の 休耕田 で 





上 森 泰 男 


か ける よう に な る 。 そ し て , 暖か い 日 が 
続く に つれ 、 雪解け 水 に 追わ れる よう に 
し て 川 を 去り 、 付 近 の 水田 や 休 耕 地 、 埋 
立地 な ど に 移動 を 始め る 。 早 いも の は 3 
月 下旬 か ら 4 月 上 旬 に , つが い に な っ て 
湿地 に 現われ る 。 な か に は この ころ す で 
に 、 雌 の くち ば し の 先端 部 が いく ら か 赤 
く な っ て いる も の も ある が , 多く の 個体 
は まだ 発情 期 に は いっ て いな い 。 4 月 の 
中 旬 に な る と 急 に 個体 数 が 多く な り , こ 
れ か ら か れ ら の 繁殖 シー ズン が 始ま る 。 


繁殖 シー ズン の 幕 明 け 


4 月 の 半ば ころ か ら 、, 水田 の いた る と 
ころ で 人 葉 起 こし 作業 が 始ま り 、 農 夫 の 次 
も ゃ あちこち で 見 られ る よう に な る が 、 タ 
マシ キ は 農夫 の いな いと き を 見 は か ら 
いと くに 朝 早く 頻繁 に 姿 を 見 せる よ 
う 引 な る 。 

雌 の さえ ずり が 始ま る の も この 時 期 で 
ある 。 夕 暮れ に 近い 4 時 過ぎ ころ か ら , 
夜 の 9 時 、 し ば し ば 11 時 ころ まで し きり 
に 鳴く 。 晴 天 の 日 は 鳴き は じ め る 時 間 和 帯 
が お そい が , 天 、 雨 天 の と き は や や 早く 
な り ,、 信 間 で も さえ ずる こと が 多い 。 

鳴き 声 は 、 か ら だ の 大 き さ に 似合わ ず 
大 きく , か な り 遠 くま で は っ きり 聞こ え 
る 。 場 所 に よっ て は 、 1 キロ 四方 まで 聞 


| 肌 化 後 2 時 間 た ら ず の ひな と 雄 親 
1972 年 8 月 鯖江 市 内 に て 






活 し て いる 場合 より 敵 を いち 早く 発見 で 
きる 機会 が 多く , また 敵 を 発見 する と そ 
の 場 に いあ わせ た 鳥 全部 で 敵 に あたり 、 
1 対 1 で は と て も か な わな い 敵 を 追い は 
ら え る こと だ ろう 。 そ の 点 で は , こう し 
た 行動 を 協同 防衛 と 呼ん を で よい だ ろう 。 

し か し よく 観察 し て みる と , 卵 や ひな 
を も っ て いる 親 た ち は 、 仲間 の 等 戒 を 聞 
く と すぐ に 飛び だ し て くる が , 盗ま れる 
卵 や ひな の な い 鳥 は 比較 的 無関心 で あ 
り ,、 と き に は 自分 が 攻撃 を 受け そう に な 
る まで な ん の 反応 も 示さ な い 。 し た が っ 
て 結果 的 に は , みな で 敵 を 追い は ら う こ 
と に な る の だ が , それ ぞ れ の 親鳥 は 単に 





- る の か 上 興味深く, 





ご える ご と や ある 。 
雌 の 発する この 鳴き 
声 は , 「 コ ー。 ec 
また は F ゴ ー コ ー」 
DUE が うーlp と 
も 聞こ える 。 近 く で 
観察 する と , この 呼 
気 に よ る 発声 音 の ま 
え に , や や 細い 声 で 
一 種 の 吸気 音 と も 聞 
こえ る 「 ウ ッ ウ ウー 
また は 「 ウ フー ウー」 
と 低い 音 を 数 回 発 す 
る 。 し か し , その 吸 
気 音 が まっ た く な い 
こと も あり , 呼気 音 
る 長い と き に は 20 
50 音 節 も 続く こと が 
確認 され た 。 前奏 と も 思え る , 低い うな 
り 声 に 似 た この 音声 は 、 何 を 意味 し て い 
今後 の いっ そう の 調 
査 、 研 究 に 待ち た い 。 

筆者 は 、 す で に つが い に な っ て いる 名 
より , あぶ れ て いる 雌 の 個体 の ほう が よ 
くさ え ず る と いう 事実 も 確認 し た 。 一 
方 、 繁 殖 期 の 雌 が 、 飛行 し な が ら さ え ず 
っ て いる こと も 3 回 ほど 確か め て いる 。 

この さえ ずり の シー ズン に は , 雌 が 雄 
に 向かっ て し きり に 試み る ディ スプ レー 
る 観 守 さ れる 。 そ の 行動 形式 に つい て 
は 、 小 林 平 一 氏 (1955 年 、『 鳥 』 第 66 号 ) 
も 述べ て お られ る と お り , 突然 立ち ど ま 
っ て 両 連 を 開き 、 そ れ を 真 上 に さ し 上 げ 
て 、 その まま の 姿勢 で と き 
どき つば さ に 力 を 入れ て 背 
の びす る よう に し ゃ くり 土 
げ な が ら 、 異様 な 鳴き 声 を 
発する の で ある 。 こ の ディ 
スプ レー は 、 比較 的 開け た 
場所 で 、 し か も 大 胆 に 行 な 
われ る の で 、 非常 に 華美 で 
印象 的 で ある 。 こ の と き 。, 
つば さ の 玉 の 模様 が 実に は 
っ きり と 観察 され る 。 こ の 
ディ スプ レー は , 夕暮 れ ど 


自分 の 卵 や ひな を 守る た め に 騒ぎ た て て 
いる に すぎ な いと いう 見 方 の ほう が 妥 
当 で あろ う 。[ 8 ペー ジ 右 ] 

[ 注 2 ] チドリ 科 と シギ 科 の 区 別 点 
この 2 科 を 区 別 す る の に ,、 も っ と も よい 
外形 的 特徴 は 、 く ちば し の 形状 と 羽 色 の 
バターン で ある 。 チ ドリ 科 の 鳥 は 、 くち 
ば し が 図 に 見 られ る よう に , 先 の ほう で 
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き , まわ り が か な り 薄 暗く な っ た と き に 
行なわ れる こと が 多く 、 その 撮影 の チャ 
ンス は 非常 に 少な か っ た 。 

この 時 期 に 前 後 し て , 雄 に よる 菓 づく 
り 活 動 が 始ま る 。 巣 が つく られ る 場所 
は , 休耕田 の 稲 株 の あい だ な ど が も っ と 
も 多く 利用 され 、 あ ぜ の 上 な ど が これ に 
次 ぐ 。 ま た 珍 し い 例 と し て は , 水 を 引い 
た 苗代 の ほぼ 中 央 部 に 、 そ まつ な 巣 材 を 
使っ て 営業 し た 例 (吉村 信 紀 氏 に よる 愛 
知 県 下 の 例 ) も 知ら れ て いる 。 

巣 村 は お も に 、 水田 に 放置 され た 切り 
ワラ 、 未 李 科 植物 の 枯れ 葉 な ど が 使わ 
れ , 地表 か ら 5 て 15 セ ンチ くら い に ま で 
積み あげ て , その 上 部 を 忠 状 に し 、 そ こ 
を 産 座 に し て いる こと が も っ と も 多かっ 
た 。 筆 者 の 観察 例 の な か で は , 地表 25> 
27 セ ンチ 近く 積み あげ られ て いる も の る 
あっ た 。 

た え ず じめじめ し て いる 感じ の 産 座 の 
上 に は ふつう 4 卵 が 産み お と され る 。 
昨 シ ー ズ ン (1972 年 )、 筆 者 が 調査 し た 
16 例 ( 巣 ) の うち 、14 例 まで が 4 卵 で あ 
っ た 。 そ の 卵 の 配列 の し か た も ほぼ ば 一定 
し て いる よう で , 卵 の と が っ て いる ほう 
を 中 心 に し て 、 は ほ ば 十字 型 に 並べ られ て 


> 玉 





は っ きり ふく らん で お り , 羽毛 の バタ ー 
ン で は 顔 , 胸 、 尾 先 の 近く に 顕著 な マー 
ク や 帯 が ある 。 く ちば し の 先端 の ふく ら 
み が な ん に 役 だ つ か は 明らか で な い が 、, 
頭 部 や 胸 の マー ク は ,、 そこ に 敵 の 視力 を 
ひき つけ 、 からだ の 輪郭 を くら ます 効果 
が ある 。 

くち ば し と 羽毛 の バタ ー ン の 特徴 は 、 
ひな に お いて も ゃ 顕著 で あり ,、 これ に より 
分 類 し た 結果 は ,、 内 部 形態 に より 分 類 し 
た 場合 と ほぼ 完全 に 一 致す る 。 だ か ら 。 
これ ら の 特徴 は 、 一 般 的 な 外観 や 習性 よ 
り 、 ずっ と 重要 な 科 の 区 別 点 で ある と 考 
えら れる 。[20 ベ ペー ジ 左 ] 画 (森岡 弘之 ) 
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私 た ちの 仲 問 





偶然 的 な 突然 変異 に よっ て 新しい 種 が 
で きる 可能 性 が 一 般 的 に 想像 され て い 
る の より ずっ と 低 そ うな こと は , 前 回 に 
述べ た と お り で ある 。 そ れ は 一 連 の きわ 
め て 多く の 難点 を 乗り こえ て ゆか ね ば な 
ら な い 。 そ し て 事実 、 キ イロ ショ ウジ ョ 
ウ バエ (の oso ヵ 7Z 
77e/Zzogos7e7) と い 
う 種 の 何 百 と いう 突 
然 変異 は , 今 の と こ 
ろ す べ て キイ ロ シ ョ 
ウジ ョ ウ バ エ の 種 の 
ワク の な か に と ど ま 
っ て いる よう で あっ 
Qte4b の いり に の 
て 別 の 種 、。 た と えば 
クロ ショ ウジ ョ ウ バ エ (の . 7 が 5) の 
ワク 内 へ 乗り こん だ も の , つま り , クロ 
ショ ウジ ョ ウ バ エ に な っ た も の は , ひと 
つと し て な い の で ある 。 

この こと は , た い へ ん よく 似 て いて 専 
門 家 で な けれ ば ちょ っ と 区 別 の つけ に く 
い 種 の あい だ を 含め て 、 どの 動物 の 種 に 
つい て も いえ る 。 どれ ほど よく 似 た 種 の 
あい だ で る も , 突然 変異 に よっ て それ ぞ れ 
の ワク を 乗り こえ る こと は , 少な く と る 
今 ま で の と ころ は 不可 能 だ っ た 。 

も ちろ ん , 今 ま で に 知ら れ て いる 品種 
と 同じ タイ プ の 突然 変異 が 生じ て くる こ 
と は ある 。 しかし, それ は あく まで 同じ 
種 の な か で の ^ 品 種 ? の あい だ の こと で 
あっ て , 種 の ワク が 乗り こえ られ た と い 
つこ ど で は な ゆめ 。 


Se ニー 
いる が , 1 卵 だ け は 横向 き に な っ て いる 
こと が 多かっ た 。 そ の 横向 き の 卵 は 、 他 
の 3 卵 に くら べ て 少し 小型 で あり , 軽い 
こと ゃ る 測定 例 か ら は っ きり し た 。 し か 

し , な ぜ そ うな の か と いう こと に つい て 
は , まだ 調査 の 余地 が ある 。 

卵 は 、 雄 に よっ て 抱卵 され る が , その 
あい だ 周囲 の 植物 は 生長 を 続け 、 巣 は だ 
ん だ ん に 草 に 隠さ れ て わか り に くく な 
る 。 しかし, 抱卵 が 最後 まで 行なわ れる 
こと は 少な く , 途中 で 発見 され た り , 水 
田 を 掘り 起こ し た りさ れる こと が ほとん 
ど で 、 時 化 に まで こぎ つけ られ る こと は 
意外 に 少な い の が 現状 で ある 。 

巣 が 完成 し 、 卵 や 産み お えら れ た 上 巣 の 
近く か ら は , まもなく 雌 の 姿 が 消え る 。 
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遺伝 学 の 話 の な か で 例 に あがる の は 、 
メン デル の エン ドウ マメ で も モー ガン の 
ショ ウジ ョ ウッ バエ で も , その 大 部 分 が 同 
じ ひ と つの 種 の な か の ^ 品 種 韻 * で の 隊 
題 で ある 。 集 団 遺 伝 学 の 場合 で も , それ 
は 同じ で あり 、 ひ と つの 種 の な か で の 異 
な っ た 遺伝 子 の 動き 
を 論じ て いる の が ふ 
の みう で あの 。 

た だ 、 植物 の 場合 
に は 少し 違う 例 が み 
られ る よう で あり , 
ある 植物 の 突然 変異 
個体 が 新しい ^ 種 * 
の も と に な っ た と い 
うこ と が 書か れ て い 
る と き が ある 。 しかし, こう いう 場合 に 
つい て , その 当否 を 深く 論じ て いく と , 
だ ん だ ん 話 が あい まい に な っ て いっ て , 
その 新しい 種 と いう の が ほん と うに 新 し 
い ^ 種 * な の か どう か , よく わか ら な く 
な の で し まう よう で ある も じ だ が ちら で: 
と に か く 突 然 変異 に よっ て 、 確か に 新 し 
い 品 種 は で きる が 、 新 し い 種 が で きる こ 
と は た い へ ん 困難 で ある よう に みえ る 。 


^ 新 し い 品 種 ? の ゆく え 


そこ で , 突然 変異 に よっ て 進化 を 説明 
し よう と する の な ら , そこ で 生じ た 新 し 
い 品 種 が 、 いずれ は 新しい 種 に な る の だ 
と 考え ね ば な ら ぬ こと に な る 。 そ れ は 容 
易 な こと で は な い 。 新しく 生じ た 品種 


は , まだ 同じ 種 の な か に ある の だ か ら , 


そ じ で て でぶ そこ か ら 遠 く な いと きろ で 語 睦 
と 別 の 雄 と が いっ し ょ に いる の が 見 られ 
る よう に な る 。 ひ と つの 上 巣 が 発見 され る 
と , その 近く に 必ず ひと つか ふた つの 上 巣 
が 発見 され る の が つね で あっ て , 巣 は 近 
いも の で は 4 メー トル , 遠い も ゃ の で も 25 
と 40 メ ー ト ル く らい し か 離れ て いな いと 
ころ に あっ た 。 


一 妻 多 夫 説 の な ぞ 


筆者 の 観察 し た 例 で は , は じ め の 雄 と 
2 番 め の 雄 と は は っ きり 個体 識別 で きた 
が 、 雌 に つい て は 同一 個体 で ある と いう 
確証 は つい に つか め な か っ た 。 1 羽 の 雌 
の 成鳥 が 、 は た し て 何 羽 の 雄 と 交わ り を 
も る つか に つい て は 。 今後 個体 標識 や テレ 
メー ター の 利用 な ど に より 明らか に し て 








古い ゃ の と どん どん 交雑 し 、 品 種 問 雑 種 
を つく っ て いく 。 そ の 結果 、 変異 に よっ 
て 新しく 生じ た 遺伝 子 は その 種 の な か に 
ば ら ま か れ て いき その 種 の も つ 遺 伝 子 
の レパートリー は どん どん ひろ が っ て い 
く が 、 新しい 種 が 分 離し て くる こと は な 
ル ヽ 。 

そこ で 隅 離 と いう こと が 重要 な 要因 と 
考え いれ る こ 選 に な の つの ま (0 た 
また ま 離 れ 鳥 な ど で 突 然 変異 を 起こ し た 
個体 生ずる と 、 その 変異 は その 鳥 の な 
か だ け に し か ひろ が ら な い 。 そこで, た 
また まそ の 変異 が “適応 的 。 で あっ た と 
する と , その 変異 は 急速 に その 島 の な か 
に 広まっ て いき , つい に その 島 に は 変異 
し た “新しい? 個体 ば か り と な る 。 す る 








と , この 島 に は 他 の 土地 と は 違う * 新 し 
い ? 品種 が か 生じ た こと に な る 。 

これ は まだ 新しい ^ 品 種々 に すぎ な い 
が , 長い 年 月 の 間 、 この 鳥 が 離れ 島 で あ 
りつ づけ れ ば ,、 つま りこ の 新 し い 品 種 が 
* 了 見 * され た 状態 で て いつ づけ れ ば , さ 
ら に 次 々 と 突然 変異 が 積み 重なっ て いっ 
て , * ド つい に は ? よそ の 土地 の と まっ た 
く 違 う 新 し い “* 種 * に な る だ ろう , と い 
う よ う に 考え る の で ある 。 

それ は あり そう な こと で ある 。 事実 、 
有名 な ガラ バ ゴ ス 諸 島 や ハワイ 諸島 を は 
じ め と し て , 離れ 島 に は よそ に 見 られ ぬ 
特別 な 種 が か いる こと が 知ら れ て いる 。 

また , こう いう こと も 考え られ る 。 隔 
離 が 起こ ら な か っ た 場合 で も , 自然 決 
の 際 に 有利 な 突然 変異 が 、 次 々 と その 種 
全体 に ひろ が っ て いき , 長い 間 に は その 
種 の 遺伝 的 形質 が な か し と は まる で 違っ 
て し よう こと 0 の 7 だ の うつ ぷ を の 77840 
ば , ひと つの 種 は し だ いし だ い に 変 化し 
て いっ て , 気がつい て みた ら , いつ の ま 
に か 別 の 種 に な っ て いた , と いう こと に 
な る か も し れ な い 。 

この 後者 の 可能 性 が ほん と うに ある か 
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いか な けれ ば な ら な い 。 と も あれ , 一 妻 
多 夫 の 関係 に つい て は , や は り 一 種 の 疑 
念 が 残る よう に 思う 。 

18 て 19 日 の 抱卵 の の ち に 財 化 する が 、 
ひな は , 卵殻 が 割れ て 約 3050 分 くら い 
で 羽毛 ( う も う ) の 一 部 が か わき は じ 
め 、 約 2 時 間 で 乾燥 し , 立ち あがっ て 独 
力 で 歩き だ す 。 1 卵 が 時 化 し て か ら 次 の 
卵 が 色 化 する まで に は 。 長い る の で は 2 
合 夜 前 後 か か っ た 例 も 稚 察 され た 。 先般 
朋 雨 の た め に 冠水 し た 1 巣 の 4 卵 を 調査 
し た 結果 . も っ と る も 早い 個体 と お そい 個 
体 と の 差 は 、 発 生 上 明らか に 2、 3 日 の 
差 が あり 、 4 卵 中 最小 の 横向 き の も の が 
も っ と る も 発生 が 遅れ て いた 。 

鋼 化 し た ひな は 、 雄 に よっ て 約 40 日 間 
手厚く 故 育 され て , 親 と ほぼ 同じ 大 き さ 











ーーー ニ ーー ーー テラ 
カラ ー ペ ー ジ 解説 一 一 一 
に まで 成長 し 、 秋 を 迎え る 。 

長い 繁殖 期間 


か れ ら の 繁殖 期 は 、 9 月 下旬 ころ まで 
続く 。 お そい 記録 と し て は 、 8 月 19 日 に 
卵 の まま の も の が 確認 され た が , 文献 に 
よる と も っ と お そい 例 も ある 。 

この 繁殖 期 の 延長 は 、 長 い 節 殖 期 の 間 
に , 農作業 で 湿 田 が 埋め た て られ た り 所 
り 起 こさ れ た り し て , 繁殖 が 中 断 さ れる 
こと が 非常 に 多く あり , それ に よっ て か 
れ ら の 生活 の リズ ム が 狂わ され る こと に 
も よる と 思わ れる 。 

幼鳥 は 、 は じ め 親 と いっ し ょ に いる 
が ほど な く 幼 鳥 どう し の 群れ を つく 
り 、 水 田 や 小川 排水 溝 な ど に 姿 を 見 せ 
る よう に な る 。 こ の ころ 小 規模 な 渡り が 














どう か に つい て は , いろ いろ と 論議 が た 
えな い が , 人 類 の 進化 に も その よう な こ 
と が 起こ っ た と 考え て いる 人 も ある 。 


* 時 の 流れ * の 比重 


突然 変異 と 自然 海 沢 に よる 進化 の 説明 
に は 、 ほ か に も いく つか の こと が 想定 さ 
れ て いる 。 地 球 上 の 気候 変化 は , 自然 
決 の 方 向 や , 海 汰 の 力 ( 海 汰 圧 ) の 大 き 
さ を 変 える の で , も ちろ ん た いせ つ な 有 要 
因 と な る 。 

けれ ど , いずれ に し て も , これ に は 長 
い 時 間 が か か る こと が 前 提 と され て い 
る 。 バ 長い 時 間 が た つう ち に は , きっ と 
の … 2 と いう 考え 方 な の で ある 。 確 か に 
進化 に は 、 何 百 万 年 、 何 干 万 年 。 い や 何 
億 年 と いう 、 わ れ わ れ の 和 想像 を 絶する 英 
大 な 時 間 が か か っ て いる 。 だ か ら , その 
あい だ に は いろ いろ な こと が 起き そう で 
ある 。 だ が 、 前 に も 述べ た と お り 、 100 
万 年 と いう の だ っ て 10? 年 、10 億 年 と 
いっ た っ て 10% 年 に すず ぎ な い の だ 。 時 
間 だ け を た より に し て いい も の で あろ う 
か ? 

あま り 簡 単に 疑問 を 投げ て は いけ な い 
か も し れ な い 。 た と えば 、 著 椎 動物 の 血 
液 色素 で ある へ モグ ロビ ン は か な り 複 雑 
な た ん ば ぱく 質 で ある が , それ を 構成 し て 
いる アミ ノ 酸 の 並び 方 は 種 に よっ て 違 
う 。 そ こ で 、 あ る 動物 の ヘモグロビン が 
別 の 動物 の ヘモグロビン に 変化 する に 
は , どれ くら い の 時 間 が か か る か を 計算 
し て みる と いう よう な 研究 が いろ いろ 行 
な われ 、 興味 深い 結論 が 得 ら れ て いる 。 
だ か ら , あ る 時 間 が た つう ち に は , か な り 
の 変化 が 起こ りう る こと は 確か な の だ 。 


付加 が 新種 を 生む か 


けれ ど , あえ て ぼく が この こと を 問題 

に する の は , そこ に 次 の よう な 疑問 が つ 
きま と っ て いる よう に 思え て し か た が な 
いか ら で あ る 。 


始ま る も の と 思わ れ ,、 まもなく 個体 数 が 
めっき り 少 な く な る 。11 月 て 12 月 と も な 
る と , 観察 例 は 激減 する 。 


厳冬 期 の 生活 


11 月 下旬 か ら 12 月 初旬 に は 雪が 降る 。 
タマ シキ は, 休耕田 の 雪 の 少な いく ば ぽ 地 
な ど (。 と きど き 姿 を 見 せる よう (に な 
る 。 本 格 的 な 降雪 期 に は , 清水 の わく 水 
田 や 排水 潜 に 、 タ シギ , タゲ リ , クサ シ 
ギ な どの 群れ に まじ っ て えさ を あさ っ て 
いる 。 

この 越冬 する 個体 数 は 、 か な りな 数 に 
な る こと も ゃ 確認 で きた 。 厳 笠 期 に お ける 
最適 の 採 信 場 所 は , や は り 中 ・ 大 河川 の 
河岸 で 、 水 位 の 増減 に と も る ない, も っ と 
も 早く 雪が 解け る 場所 で ある 。 寒さ が や 





SE お ル 人 は 大 
剖 よ り 毛 が 3 本 足り 
7 が か いこ と いう これ 
を 裏返す と 、 人 間 は 
サル より 毛 が 3 本 多 
SE (7 た の 2 で 
は , サル に 毛 が 3 本 
は えた ら , 人 間 に な 
の だ の ろう の 2 の ま 
り 、 サ ル に 突然 変異 
が 起こ っ て , 3 本 毛 
が ブラ ス さ れ た ら , 
人 間 と いう 別 の 種 が 
で きる で あろ うか ? 

ぬう ま で めか な 区 。 
これ は た い へ ん ば か 
げた 質問 で ある 。 け 
な と 9 ンコ 
うい め ら 一笑 に ふじ 
て は すま され な い 本 質 的 な 問題 が ある よ 
うに 感じ られ る 。 それは, ある 種 に 突然 
変異 が 起こ っ て 、 新しい 形質 が “追加 * 
され て いき , それ が ` 番 積 ? する と , い 
つの 日 か 新しい 種 が で きる 、 と いう よう 
な こと が 、 は た し て ある の だ ろう か ? 
と いう 疑問 だ 。 

サル と 人 間 の 違い は , 毛 の 数 だ け で は 
な い 。 ほ か に ゃ 数え きれ な い は ほど の 違い 
が ある 。 サ ル と 人 間 と いう いい 方 は 起 暴 
だ か ら , チン パン ジー と 人 間 (ホモ ・ サ 
エン スズ) どか ゴリ ラテ と 凡 間 と いう よ 
うに いい か えて る, 本 質 的 に は 何 も 変わ 
る こと は な い 。 そ し て だ いじ な の は , チ 
ン バ ン ジー と ゴリ ラ の あい だ で も , まっ 
だ 同人 B 移 と が いえ る と いう こと だ 。 - チ 
ン パ ンジ ーー は ゴリ ラ ャ アラ バア ルウ ァ 1G 
も る なく, ゴリ ラ ・ マ イナ ス ア ルフ ァ で も 
な い 。 く どい よう だ が 逆 に いえ ば , ゴリ 
ラ は チン バン ジー・ ブ ラス アル ファ で は 
な く ナン SS2 ジ ンー マイ ウッ スゲ ル ジ ョ ァ 
で や も なく, 人 間 ・ マ イナ ス ア ルフ ァ で も 
7 が SKI が RI052ー チ サン バン ジー 


カラ ー ペ ー ジ 解説 一 一 


わら ぐ 3 月 ころ まで , こう し た 環境 で 越 
冬 する 。 
農薬 使用 の 手控え や 、 思 わ ぬ 生産 調整 
5 か 年 計画 の 実施 に よる 休耕田 の 増加 
が 、 一 時 的 に タマ シギ の 生活 環境 を 救っ 
た わけ だ が , も と も と 数 が 少な いも の だ 
け に , 今後 の 消長 が 気がかり で な ら な 
い 。 近 年 の 相次ぐ 土地 改良 事業 計 面 に よ 
っ て , 混 田 の 乾 田 化 が 急速 に 推進 され 
か れ ら の 生活 環境 は さら に きび し いも の 
と な る だ ろう 。 ま た 河川 の 汚染 が 、 か れ 
ら の 採 餌 条件 を 悪化 させ て いる こと ゃ 見 
の が せな い 。 こ の 休耕田 の 主人 公 的 存在 
の タマ シキ ギ の 将来 は 、 決 し て 明る く な い 
が , 気長 に か れ ら の 動静 を 見 守っ て や り 
た い 。 画 (福井 県 立 丹生 高等 学校 教諭) 
撮影 筆者 











間 は , た が い に 実 に よく 似 て いる 。 そ れ 
で 話 は こん が ら が っ て くる の で ある 。 
突然 変異 が ^ 付 加 ^ だ と いう と ,、 反論 
も GOS 放 の 2 た と えば キイ ロジ 
ョ ウジ ョ ウ バ エ に 無 次 と いう 突然 変異 が 
ある 。 そ れ は 、 本 来 な ら は えて いる は ず 
の 麹 が な く な っ て し まう 突然 変異 な の だ 
か ら , 付加 で は な い , と いう こと も る でき 
る 。 だ が , それ は 初等 数 学 の 問題 で あ 
る 。 引 き 算 は マイ ナス の も る の を 加え る こ 
と だ 。 つ け 加 わっ た も の が な ん で あれ 
それ が ある 一 定 の ` 本 体 ? に 対す る `* 付 
加 * で ある こと は まち が いな い 。 そ の 本 
体 と は その 種 , 今 の 例 で いえ ば キイ ロ シ 
ョ ウジ ョ ウ バ エ と いう 種 で ある 。 

キイ ロ シ ョ ウジ ョ ウ バ エ の さま ざま な 
突然 変異 の どれ ひと つと し て クロ ショ ウッ 
ジョ ウ バ エ に な っ た こと が な いと いう こ 
と は , キイ ロ シ ョ ウジ ョ ウ バ エ と いう 本 
体 に いか に 何 か を 付加 し て も クロ ショ ウ 
ジョ ウ バ エ に は な ら な か っ た , と いう こ 
と で ある 。 

ふざけ た た と え を 借り る な ら , 飛行 機 
は 自動 車 に 翼 そ の ほか を 付加 する こと に 
よっ て 発明 され た の で は 決し て な か っ た 
し , 潜水 艦 は 船 が だ ん だ ん 水 に 沈む よう 


漢字 の ふる さと 72 


藤堂 明 保 


鶏 (ガチ ョ ウ ) 「 手 鳥 」 を 音訳 し て 日 
で が Kt ョ ー の ES に OKE7 な 5 だ ら 
「 狼 」 は 唐 代 に は nga、 そ の の ち nga 一 


ao-se と 変化 し た の で , 今 の 中 国語 で 
は e と 発音 する 。 その 羽 が 白い の で , 
白 更 (ba 6) と 呼ぶ こと も ある 。 

「 猿 」 は 「 鳥 音符 我 」 か ら な る 字 で , 
いう まで も な く , nga/ nga/ と いう 
鳴き 声 を 表わし た 擬 声 語 で ある 。 ガ チョ 
ウ は , わり と 稼 戒 心 が 強 い 。 見 知ら ぬ ゃ 
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に な っ た 結果 で き あ が っ た も の で は な か 
っ た 。 飛 行 機 は 空中 に 浮い て 和 飛び,、 また 
降り る こと , そし て その た め に 滑走 する 
と と いう ブラン で つく られ :GCS る の 57 細 
動車 は 地上 を 走る と いう プラ ン で つく ら 

て いて , 空中 に 浮き あがる こと は か え 
っ て 危険 で ある 。 船 は 水上 に 浮か ん で 走 
る も の で あっ て , 沈ん で は な ら な い 。 そ 
し て 潜水 艦 は 沈み っ ぱな し で は な く , 水 
中 に 沈ん で 走り 、 また 浮き あがる こと を 
要求 され て いる 。 

この た と え が そ の まま 動物 の 世界 へ 投 
影 で きる か どう か は わか ら な い 。 し か 
し , 種 が 生存 し て いく と いう こと と , こ 
うい う 機 械 が 機能 し て いく こと と の あい 
だ に は 、 予想 外 に 大 き な 類 似 点 と , 論理 
的 な 共通 点 が ある 。 

これ ら 4 つの 機械 が た が い に 他 の も の 
へ の 単なる 付加 に よっ て で き あ が っ て い 
な いと いう 例 は 、 か な り 暗 示 的 で ある 。 
種 と いう も の が , も し , 既存 の も の へ の 
付加 に よっ て は 生じ えな いも の で ある の 
な ら ば 、 突 然 変異 の 付加 的 な 性 格 は 、 進 


: 化 の 議論 の な か で , か な り 重 要 な 問題 点 


と な る だ ろう 。 画 (東京 農工 大 学 教授 ) 
イラ スト ・ 重 延 環 子 


> 現 槍 騙 


の が 現われ る と , 長い 首 を 伸ばし て いっ 
せい に ガ ア ガ ア と 鳴き た て る 。 イ ヌ が 喘 
※、 ガ チョ ウツ ウ が 喝 き た で る て 品 に よっ 
て , 村人 た ち は よ そ 者 が 村 に 現われ た こ 
と を 知っ た も の だ 。 だ が 今 の 中 国 で は , 
その 必要 も な く な っ た 。 ガ チョ ウ の 肉 は 
大 あじ で , 鴨 子 (あひる ) に 比べ て 見 劣 
り が する 。 だ か ら 今 の 人 民 公社 で は , も 
っ ぱら アヒル の 飼育 に 力 を 入れ , ガチ ョ 
ウ は めっき り 減 っ た よう で ある 。 画 
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動物 の 飼育 は 走 か 非 か 


本 誌 88 号 「 仲 間 の ひろ ば 」 に 東京 の 泉 
茂 礁 さん (18 歳 ・ 学 生 ) の 動物 を 愛す 
る と は ? ? と いう 投稿 を 掲載 し まし た と 
ころ , 編集 部 と 泉 さ ん の と ころ へ , た く 
さん の 反響 が 寄せ られ まし た 。 

泉 さん の 意見 の 大 意 は 「 動 物 を 愛す る 
と いう の は , か れ ら に 自然 の な か で 自 
然 の 法則 に か な っ た 生き 方 を させ る こと 
だ 。 だ か ら ベ ッ ト の よう な 動物 の 所 有 に 
は 反対 で 、 動物 た ち も を た だ ち に 自然 に 返 
SS7Sje や いう の 玉 た 。 

当然 の こと な が ら , 賛 償 両 論 あ り ま し 
た が 誌面 の 関係 か ら 全文 を 掲載 する こと 
は で きま せん の で , いく つか の 内 容 を ご 
紹介 し ます 。 

ます 全面 的 賛成 論 

で は 秩父 市 の 武田 進 
さん の お 手紙 が あり 
まし た 武田 きわ 
は 、 人 間 と 動物 と の 
関係 は 富める 人 と 貧 
し い 人 と の 関係 に 似 芋 * 
て お り , 力 の 強い 者 が 自分 に つ ご う の よ 
い 解 釈 を 力 の 能 い 者 に 押し つけ て すま し 
て いる 場合 が 多い と 考え て お られ 、 そこ 
か ら 動 物 の 研究 や 動物 園 に 対し て 疑問 を 
投げ か け て いま す 。 

動物 を 理解 する と いう こと は , な に ゃ や 
か れ ら を か ご "や お り に 入れ て 見 る こと ば 
か り で は な いし 、 動物 園 に 一 定 の 役割 が 
ある と し て も , そこ に 世界 じゅ う の 珍 獣 
を みん な 集め て 見 せる 必要 は な い 。 む し 
ろ , いき すぎ た 自然 破壊 を し な いで お け 
ば 、 身 近 に いく つも の 動物 を 見 る 機会 が 
じゅ うぶ ん に ある は ず で は な いか と 武田 
さん は いっ て いま す 。 さ ら に 動物 の 研究 
の た め と 称し て 野生 動物 を 捕え た り , か 
れ ら の 生活 を さま ざま な 形 で 育 か し て い 
る 人 た ち に 、 そ れ が 鳥獣 の 殺 生 と 変わ 
ら ぬ は ほど の 悪影響 えと みえ て いる か も し れ 
な いこ と を 考え て , くれ ぐれ も 自制 し て 
ほし いと いっ て いま す 。 

また 西宮 市 の 中 学 
生 ・ 河 合 昌幸 さん 
(14 歳 ) は 、 アダ ム 
ソン 夫人 が 飼っ て い 
た 雌 ライ オン 「 エ ル 
ザ 」 の 例 を 引き な が 
ら , 人 間 に い っ た ん 
飼 わ れ た も の を 自然 
に 返す と いう の は 実 
に 困難 だ と し て , 現 
在 飼 っ て いる の は 人 
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癌 が 邦生 めん どう を が る と | でも) これ 
以上 、 野生 動物 は 1 匹 た り と も 飼う べき 
で な いと 主張 し て いま す 。 
動物 を 飼う こと に 積極 的 な 意義 が ある 
と の 意見 も あり ます 。 小平 市 の 主婦 ・ 山 
口 洋子 さん (31 歳 ) は 、 人 間 が 動物 に よ 
せる 無 私 な 愛情 が 基礎 に な っ て こそ 、 苦 
境 に 追い こめ られ て いる 自然 と 動物 を 生 
きか えら せる 道 が ある の だ と 考え て お ら 
れる よう で す 。 教 育 が 知識 の 詰め こみ に 
ば か り 力 を 入れ て きた た め , 情操 面 は ま 
っ た く お ろ そ か に され て お り , その 結 
果 、 自 然 や 動物 を 愛す る こと を 知ら な い 
人 が 実に 多い 現状 を 考慮 する と 、 泉 さん 
の 意見 は 片 寄 っ た 理想 論 で ,、 む し ろ も っ 
と 人 間 と 動物 と の 心 の 交流 の 場 を ひろ げ 
る < ぺき だ 。 と いう 意 選 で す 。 
小鳥 商 に 勤め て い 
る 枚方 市 の 楠葉 理 一 
郎 さ ん (20 歳 ) も だ 
いた い 同 じ よ うな 意 
見 で す 。 そ の 際 , 野 
生 動 物 を と っ て くる 
を. な ど は と う て い 許さ 
Serfocirese れ ま せん が , 飼育 に 
適し た も の と し て 人 間 の 改良 の 手 が 加わ 
っ て いる 動物 な ら 、 それ を 飼う 意味 は じ 
ゅ うぶ ん ある は ず と 考え て お られ ます 。 
また 泉 さ ん の と ころ へ の お 手紙 の うち 
に も , この 限ら れ た 地球 上 で 人 間 と 自然 
が 共存 する た め に は , 生物 の 改良 育種 な 
ど を は じ め と し て , 人 間 が まだ まだ その 
知識 を 傾け な けれ ば な ら な いこ と が あ 
り 、 自然 の まま で あれ ば よい と いう も ゃ の 
で は な いと いっ た 指摘 が あり まし た 。 
こう し た 反響 を 読ん を で いた だ いた うえ 
で 、 もう一度, 泉 さ ん の 現在 の お 考え を 
ま ど で どの で な らい まお たり が 5 ST で 
も な お 自然 と 人 間 を めぐ る 問題 の ご く 一 
面 が 論議 され た に すぎ ませ ん 。 こ うし た 
論議 が また 新しい 局面 へ と 発展 する こと 
を 、 わ た し た ちゃ また 望ん で いま す 。 
(編集 部 ) 


再び “動物 を 愛す る と は ?2? 





ご 


多く の 人 の 意見 を 知り 、 また 自分 自身 
で いろ いろ と 考え た すえ , わた し の 考え 
も 以前 より は 少し 深まっ た よう で す 。 し 
か し , 動物 は 自然 に 返さ わ ば な ら な いと 
いう 点 は 、 前 より も いっ そう 強調 し た い 
気持 で す 。 

わた が この よう に 考える よう に な 
っ た の は , いく つか の 体験 に よっ て で 
す 。 わ た し は 以前 , 多く の 鳥 を 飼っ て い 
まし た が , その どれ を と っ て も 満足 に 育 
っ た も の は いな い の で す 。 全 部 、 手 乗り 





ce! 


に し て いま し た の で ,、 飛ん で 逃げ られ た 
の が 大 部 分 で し た 。 そ し て は ね を 切っ て 
飛べ な いよ うに すれ ば , その た め に ネコ 
に 食べ られ て し まい 
まじ た 。 考え で み ま 
す と , これ は 不 注意 
や 不運 と いっ た も の 
で は な い の で す 。 

し ょ せん , 大 空 を 
飛ぶ 鳥 を 小さ な か ご に 入れ て 飼う の は 無 
理 な の で す 。 鳥 に 人 間 が どん な に , ぜ い 
た くさ せ て も , 自然 を 見 せ すれ ば 鳥 は そっ 
ち へ ひか れ て し まう の で す 。 そ う 思 いあ 
た っ て か ら は , ベッ トシ ョ ッ プ へ いっ て 
も 、 お り の 中 の イヌ や サル や 鳥 た ち を , 
手放し に か わい いと は いえ な い 気 持 に な 
り ま し た 。 ち っ ぱ け な お り に 閉じ こめ ら 
れ 、 自由 を 奪わ れ て いる の を 見 る と 、 し 
ぐさ が か わい い だ け に , か えっ て か わい 
そう で な り ま せん 。 そ れ を た だ 鑑賞 用 と 
か , 自分 た ち が つ くっ た 居 ご こち 悪い 社 
会 の 脱出 の た め に ベッ ト を も て 遊び 、 し 
か も それ を 動物 に 対す る 愛 だ と 思い こん 
で いる 人 が 、 残酷 で 憎 ら し くも 思え る の 
KG 

わた し の “ペッ ト を 自然 に 返せ * と い 
う 主 張 も 、 その 行為 だ け と っ て 短絡 的 に 
いっ て いる の で は な い の で す 。 そ の 点 , 
こと ば が 足り な いた め に 誤解 され た か た 
も あっ た よう で す 。 

わた し が いい た い の は , 動物 を 愛す 
る * と いう , その 愛情 の 内 容 の こと で 
す 。 それは, 単なる 感情 で は な く , 無 私 
の 状態 か ら 動物 の こと を 考え る と いう こ 
と で は な いで し ょ うか 。 人 間 の 欲 は 際限 
あり ませ ん 。 動 物 を 自分 の 所 有 物 に し て 
満足 し た い , 欲求 不満 を それ で 解消 し た 
いと な る と , そう いう エゴ イズ ム も 美的 
に すり か えて , 愛護 と か 情操 と いう よう 
な こと に な っ て し まい が ち で す 。 

こう いう こと も ゃ 大量 虐殺 の むか し か ら 
くら べ れ ば ずっ と 体裁 よく な っ て いま 
す が , これ は や は り 人 間 の 自分 か っ て な 
エゴ イズ ム で し じょう 9 こん が 己 呈 を る し 
今後 も 続け て いる と 、 自 然 の 動物 が 全部 
人 間 の 好き な 形 に 変型 され 、 か た わ に さ 





れ か ね ませ ん 。 そ し て 気 に く わな い 顔 つ 


裏表 紙 説 明 


ヒツジ の 親子 ヨー ロッ パ の 夏 の 高山 は 
ヒツジ の 天下 で ある 。 こ こ に は える 若草 
は 子 ヒツジ の よい えさ に な る 。 こ の 地 和 帯 
で 飼 わ れる ヒツジ は , メリ ノー 種 と レス 


ター 種 を 交配 し た 毛 肉 兼 用 種 が 多い 。 こ 
の 毛 肉 兼 用 種 は 、 実 利 的 で ある と と も に 


強健 た な ので, 山岳 地帯 で 飼う の に 適し て 
いる の で ある 。 


オー スト ラリ ア に は ., 現 在 約 1 億 2300 


万 頭 の ヒツジ が 飼 わ れ て いる が , これ は 











を し た の や 気味 の 悪い 動物 は 、 こ の 世 
か ら な く な っ て し まい そう で す 。 

動物 園 に つい て も 問題 が ある と 思い ま 

す 。 子ども たち を 今 
の 動物 園 に 連れ て い 
っ て , あの 無気力 で 
雇 れ な 動物 た ちの 顔 
の 見 の ES 
ん な 社会 的 教育 的 意 
味 が ある の で し ょ うか 。 た だ 珍 0 
を 見 せる の は な ん の た めで し ょ うか 。 
ん な こと な ら , 道端 や 庭 で バン くず な ど 
を つつ いて いる スズ メ を な が め さ せ る ほ 
う が , ずっ と 情操 教育 に な る と 思い ま 
す 。 動 物 園 を 全部 な くす と いう の も 問題 
で し ょ う が , 現在 の 動物 園 は いき すぎ の 
よう に 思わ れ ま す 。 

し か し , 動物 を 愛す る と いっ て も る , 結 
局 人 間 は 動物 を 殺さ な けれ ば 生き て いけ 
ませ ん 。 も ちろ ん ライ オン も 他 の 動物 を 
殺す わけ で す が 。 そ の 際 . ライ オン は 他 
の 動物 を 殺し つく し て し まっ て は 自分 が 
生存 し て いけ ませ ん 。 そ の よう に , 人 間 
も 適当 な 範囲 で 、 必 要 な 場合 に つい て の 
みろ 他 の 動物 を 利用 し て いけ ば , 動物 も 人 
間 も 共 存 で きる よ うな 均衡 が 保 た れる の 
で は な いで し ょ うか 、。 

医学 研究 な ど で 実 験 動物 を 使う の は 有 
用 だ と 思う し , 動物 を 的 の 代わ り に し て 
撃っ た り ,、 お も ちゃ 代わ り に いじ くる の 
は 悪用 だ と 思い ます 。 し か し , この よう 
に は っ きり し た 場合 は 、 む しろ 現実 に は 
そう 多く は な い の で ,、 その 判断 の 基準 は 
各 人 が 具体 的 な ケー ス に 当たっ て 考え る 


FE デ 4 
ン ン 2 り 


し か あり ませ ん 。 結局 わた し が いい た い 


こと は , 自分 叶 
の 欲 や 社会 の 
風習 に 惑わ さ 
れず に 、 動物 
の 身 に な っ て 
か れ ら の こと 
を 考え て いき 
だ い の が 。 と 
いう ご を 選 つの 
きま す 。 か れ ら を か わい いと 思う だ け で 
は , 決 し て 動物 の 愛護 に は な ら な い の で 
す 。 画 (町 田 市 観 問 202・ 泉 茂雄 ) 





1778 年 に ヨー ロッ パ か ら 輸 入 し た の に 
は じ ま り , 歴史 は 浅い 。 ヨ コー ロッ ズバ で の 
飼育 は 紀元 前 6000 年 ぐ で らい まで さか の ば ぼ 
り 、 あ る 時 期 に は 草 が 食い つく され ,、 国 
ト 上 の 荒廃 を 招い た ほど 多く 飼 わ れ て い 
た 。 し た が っ で , メリ ノー 種 や レス ター 
種 に 古い 在 来 種 を 交配 し た 、 その 地方 特 
有 の 交配 種 $ る 多い 。 ヨ ー ロ ッ パ で は 羊毛 
の 採取 より 食肉 を 主 に し て いる の で , 粗 
放 な 飼い 方 の で きる 在 来 種 が 好ま れる の 
で ある 。 画 (宇田 川 竜 男 ) 

Ph. B. Losier 











次 号 予 首 


カラ ー ペ ー ジ 四 
2 人 2 日 半 人 ラ ジ 前 NN 
チドリ グー 央 と (中 ) ) 時 
了 酒井 値 六 
すばらし い 狩 人 た 
ン ギ 科 らし い 狩 人 た ち 
ダイ シャ クシ ギ , チュ ウシ ャ クシ ギ 2 伊沢 紋 生 
オグ ロ シ ギ , オオ ソリ ハシ シギ 
アカ アシ シギ , ツル シギ , タカ ブシ ギ 日 本 の シギ ・ チ ドリ 類 1 高野 伸 - 
本 相 に 8 三 内 | 問 EE ヨ 
イソ シギ , キア シシ ギ , キョ ウジ ョ シギ 人 


生き も の の 世界 へ の 疑問 7 


「 ニ 呈 m 除き 
対立 し な い 異 敵 ? 0 





to 2 ンー 漢字 の ふる さと 73 人 
世界 動物 百科 こ アオ アシ シギ 3 九官鳥 (きゅう か ん ちょ う ) 藤堂 明 保 


102 号 3 ノ 11 DS 


第 65 号 一 第 128 号 (鳥類 ) の お も な 内 容 ⑯ 数 字 は 号 数 、 白 ぬき 数 字 は 既刊 


⑳ 鳥 綱 概説 ブッ ボウ ソウ 目 ハチ クイ , ブッ ポ ウ ソ ウ ツル 目 ジャ ノ メ ド リ , カ グ 一 , ノ ガ ン 

⑳ ス スズ スズメ 目 アトリ, ゴ シ キ ヒ ワ , マヒ ワ 人 W フ ブッポウソウ 目 オオ サイ チョ ウ ⑯ キ シ 目 ツ カ ツ クリ , ライ チョ ウ 

スズ メ 目 カナ リア , ウソ , イス カ キヌ バネ ドリ 目 ケツァール キジ 目 クビ ピ ワ シャ コ , ウズ ラ , ニ ジ キ ジ 
スズ メ 目 ” シメ , ムネ アカ イカ ル , ホオ ジロ @⑳ ネ スミ トリ 目 アオ エリ ネズ ミド リ キジ 目 ニワ トリ , キジ , キン ケイ , ギン ケイ 
スズ メ 目 スズ メ 。 キン ラン チョ ウ , ブン チョ ウ アマ ツバ メ 目 ヨー ロッ パ ア マツ バ メ キシ 目 マク ジャ ク , シ チ メ ンチ ョ ウ 

ぷ ス ズ メ 目 ベニ フウ キン チョ ウ , メジ アマツバメ 目 ノド アカ ハチ ドリ ⑯ ワ シタ カカ 目 コンドル, へ ビク イワ シ , トビ 
スス メ 目 ムク ドリ , フイ ア , モズ め ヨ タカ カ 目 アブラ ヨタ カカ, ヨー ロッ パ ヨ タカ ワシ タカ 目 ハイ タカ , イヌ ワシ , ハク トウ ワシ 
スズ メ 目 キセキレイ, タタ ヒバリ,。 イワ ヒバ リ フク ロウ 目 ナヤ フク ロウ , コノ ハズ ク ⑯ ワ シタ カカ 目 クロ ハゲ ワシ , ヒゲ ワシ , ミサ ゴ 
スズメ 目 キビ タキ, オオ ルリ , コ ヨ シ キリ フク ロウ 目 コキ ン メ フク ロウ , アオ バズ ク ⑩ ワ シタ カ 目 ハヤブサ, チョ ウ ゲ ン ボ ウ 

スズ メ 目 ウグイ ス , セッ カカ , キク イタ ダキ フク ロウ 目 コミ ミズ ク , フク ロウ ⑯ カ ンカ カモ 目 ツノ サケ ビ ド リ , オオ ハク チョ ウ 
W ス スズ メ 目 コマドリ, ナイ チン ゲー ル , ノビ タ : ホトトギス 目 ホトトギス , カッ コウ カン カモ 目 ガチョウ, ヒシ クイ , マガ ン 

⑳ ス ズ メ 目 イソ ヒヨドリ ,。 ウタ ツグミ , ツ グ オウ ム 目 オオバ タン , キバ タン カン カモ 目 マガ モ , アヒル, オシ ドリ 

ゆ ス ズ メ 目 ミソサザイ, カワ ガラ ス オウ ム 目 コンゴ ウイ ンコ , セキ セイ イン コ カン カモ 目 ホシ ハジ ロ , クロ ガ モ , カワ アイ サ 
@⑯ ス スズ メ 目 ヒヨドリ , ソウ シ チ ョ ウ , キバ シリ ハト 目 カワ ラバ ト , キジ バト ゆめ コ ウノ トリ 目 ベニ フラ ミン ゴ , ゴイ サギ 

0 スズ メ 目 ヨ ジ ェ ウ カラ エナガ,。 シシ ジュ 上 ウラ 0 ハト 目 シラ コバ ト , カン ムリ バト , サケ イ コウノトリ 目 シュ モク ドリ , コウ ノ ト リ , トキ 
スス メ 目 。 オオ フウ チョ ウ , マダ ラニ ワシ ドリ 5 チドリ 目 タマ シギ , ミヤ コ ド リ , コチ ドリ ペリ カン 目 オオ ペリ カン , シロ カツ オド リ 
信 ス ズ メ 目 カケス, カサ サギ , オナ ガ ⑳ チ ドリ 目 オグ ロ シ ギ , イソ シギ ペリ カン 且 ワウ ウ , ウミ ウ み , ダン カン ドリ 
スズ メ 目 ホシ ガラ ス , ハシ ボソ ガラ ス チチ ドリ 目 タ シ ギ , ヤマ シギ , エリ マキ シギ ミス ナ キ ドリ 目 . カイ ツブ プリ 目 , ア ヒ 目 

9 スズメ 目 コウ ライ ウグイ ス , ツバ メ , ヒバ リ 0 チドリ 目 セイ タカ シギ , トウ ゾク カモ メ シギ ダチ ョ ウ 目 , キー ウィ 目 , ヒ ク イ ドリ 目 
ススメ 目 コト ドリ , ヤ イ ロ チ ョ ウ ⑯ チ トリ 目 ユリカ モメ , カモ メ ,。 ベニ アジ サシ レア 目 . タチ ョ ウツ ウ 有 目 

キツ ツキ 目 ) キ リハ シ , ノド グロ ミツ オシ エ ⑯d チ ドリ 目 ヒメ ウミ スズ メ ,、 ウミ ガラ ス ペンギン 目 キン グ ペ ン ギ ン , コビト ペン ギン 
⑳ キ ツ ツ キ 目 ハシ ボソ キツ ツキ , アオ ケラ 9 ツル 目 クロ ヅル , カン ムリ ヅル 以下 ⑳ 一 ⑭ 両生 類 , 麻 虫 類 

フッ ボウ ソウ 目 カワ セミ , アカ ショ ウ ピ ビン 0 ツル 目 フュ ユ ク イ ナ , バン , コ ヒ レ アシ ⑯ 一 ⑯ 魚類 ⑯ 一 ⑲) 昆虫 類 . 甲殻 類 他 



































第 1 号 一 第 64 号 (概説 ・ 路 乳 類 ) の お も な 内 容 


で 概説 1 生態 学 、 自 然 保 護 @ 食 肉 目 ジェ ネッ ト , カワ ウソ @ 偶 路 目 バー バリ シー ブ , アイ ベッ クス 

@ 概 説 I 動物 分 類 学 、 生 物 学 的 環境 @ 食 肉 目 スカンク,、 アナ グマ @ 偶 路 目 ヤギ. カモ シカ 本 誌 の 購読 に つい て 

@ 吉 長 有朋 ゴリ ラ @ 食 肉 目 テン , クロ テン 偶 踏 目 ガゼル, イン パラ -ー ュ Ai le 
@ 亜 長 有 月 チン パン ジー, オラ ン ウ ー タ ン @ 食 肉 目 ミン ク 、 イ タチ @ 偶 路 目 ) ブラ ッ ク バ ッ ク , ヌー ei IN 朝日 新聞 販売 
@ 玩 長 目 テ ナ ガ ザル 、 オ ナガ ザル @ 食 内 目 パン ダ 、 アラ イグ マ @ 偶 路 目 ロー シン アンテ ロー ブ , ダイ カー て 到 り 扱 つ て お り ま す 。 

⑯ 吉 長 邊 カニ クイ ザル , ヒヒ ゆ 食 肉 目 マレー グマ, ホッ キョ ク グ マ 人 ざ 偶 踏 目 バイ ソン 、 アフ リカ スイ ギュ ウ 毎週 定期 的 に , 配達 を ご 希望 され る 
の 慌 長 目 キヌ ザル , オマ キザ ル @ 食 肉 目 ヒグマ, ツキ ノワ グマ ⑳ 偶 路 目 ウシ 、 ス イ ギ ュ ウ か た は 、 お 近く の , 取扱 店 に お 申込 み 
吉 長 朋 メガ ネ ザ ル 、 キツ ネ ザ ル 、 ア イア イ 人 食肉 目 ( 家 犬 ) イヌ 概説 、 家 導 犬 、 路 察 大 。 人 g 偶 路 目 イラ ンド , ブッ シュ バッ ク 下さ い 。 

⑨ 食 虫 目 ツバ イ , モグラ, ハリ ネズ ミ 食肉 目 ( 猟 大 ) グレ ー ハ ウン ド , セッ ター 人 W 偶 路 目 キリン, オカ ピ , ノロ ジ カ な お 、 本 社 直 接 購入 の ご 希望 の か た 
⑱ 伺 手 目 , 皮 栓 目 コウモリ, ヒ ヨ ケ ザル 人 ゆめ 食 肉 目 (番犬 ) 日 本 大 、 セン トバ ー ナ ー ド 人 W 偶 路 目 トナカイ. ヘラ ジ カ は 、 下記 あて お 申込 み を 願い ます 。 送 
⑱ 癌 歯 目 ヤマ アラ シ , チン チラ 、 ミズ ブタ 食肉 目 (愛玩 大 ) スピ ッ ツ 、 チワワ つ 偶 路 目 アカ シカ 、 マ メジ カ 料 は , 1 部 に つき 30 円 で す 。 

ゆめ 培 歯 月 トビ ネズ スミ , ヤマ ネ 食肉 目 (野生 三 ) ディ ン ゴ . リカ オン 人 の 偶 路 有 目 ラク ダ 、 ラ マ 本 

@ 表 歯 目 家 ネ ズミ , 野 ネ ズミ 人 食肉 目 キツネ. ホッ キョ クギ ツネ つ 偶 路 目 カバ. ペッカ リー 朝日 新聞 東京 本 社 出 版 業 務 部 

@ 培 歯 月 レミ ング 、 ビ ー バ ー、 人 Q 食 肉 目 オオカミ, コ ヨ テ 人 d 偶 路 目 ) イノ シシ 、 ブ タ 東京 都 千代 田 区 有楽 町 2 一 3 〒100 
培 歯 目 リス 、 ムササビ 偽 食 肉 目 アザ ラ シ 人 Q 貧 歯 目 、 有 鱗 目 、 管 歯 目 アリ クイ 2 りー ター0IS は 

⑯ 税 歯 有 目 ウサ ギ @ 食 肉 目 セイウチ, オット セイ 、 ト ド セン ザン コウ , ツチ ブタ Ua 
食肉 目 チー ター、 ライオン 奇 踏 目 サイ 、 バ ク で 海 牛 目 、 鯨 目 ジュ ゴン . ナガ スク ジラ er EL 
本 の = RMA 朝日 新聞 西部 本 社 販 売 部 出版 業務 課 

⑯ 食 内 ョ ウ 、 ジャ ガー き ッ ド , ポニ ー カン ガル ー, パン ディ クー 衝 麟 市 小 合 区 砂 : 王 s0: 
0 食肉 目 ピューマ, ヤマ ネコ @ 奇 路 目 ロバ .、 ラバ . シマ ウマ @ 有 袋 目 コアラ. フク ロ ネ コ et 802 
食肉 目 イエ ネコ @ 岩 理 目 、 長 鼻 目 イワ ダ ヌ キ 、 ゾウ @ 単 孔 目力 モ ノ ハ シ 。 ハリ モグ ラ 3 9 


食肉 チ グ 0 6 朝日 新聞 名 古屋 本 社 販 売 部 出版 業務 係 

内 の ング 一 ッ ジ 概説 ・ 類 素 ュー セ 中 避 三 

目 , ハイ エナ , マン グー ス ⑱ 偶 路 目 ヒッ %・ 貴 乳 類 索 引 古屋 市 中 区 栄 キ ー3 一 3 460 
EL. 052 一 231 一 8131 
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